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282019年7月1日号

安 政 遠 足
ANSEI  TOOASHI  SAMURAI  MARATHON

ド
ラ
え
も
ん

　
　
　の
び
太
の
月
面
探
査
記

夏
休
み
の
映
画
会

日

　時
▼
7
月
28
日（
日
）

　
一
部
：
午
前
11
時
〜

　（
開
場
：
10
時
45
分
）

　
二
部
：
午
後 

2
時
〜

　（
開
場
：
1
時
45
分
）

　
上
映
時
間
　
1
1
1
分

料

　金
▼
前
売
り
8
0
0
円

　
　
　
　
当
日
1
，
0
0
0
円

　
　
　
　（
全
席
自
由
）

会

　場
▼
松
井
田
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

　
チ
ケ
ッ
ト
の
お
買
い
求
め

は
、
安
中
市
松
井
田
文
化
会

館
・
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・

富
岡
市
か
ぶ
ら
文
化
ホ
ー
ル
各

窓
口
へ
。

　
３
歳
未
満
児
無
料
。
た
だ

し
、
お
席
を
必
要
と
す
る
場
合

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

（C）藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2019
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完走

おめでとうございます

　5
月
12
日（
日
）、
令
和
初
の
安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ

ン
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
回
で
45
回
を
迎
え
、
峠
コ
ー
ス
・
関
所
コ
ー
ス

で
1
，
5
9
7
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
し
、
汗
ば
む

ほ
ど
の
陽
気
の
中
、
新
緑
の
碓
氷
路
を
走
り
抜
け
ま

し
た
。

　毎
年
恒
例
の
仮
装
も
多
種
多
様
で
、
沿
道
の
声
援

も
相
ま
っ
て
、
非
常
に
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

第
45
回

　安
政
遠
足

　
　
　侍
マ
ラ
ソ
ン

順　　位 仮装審査

関所・坂本宿コース
　氏　名
渋川　裕二
吉田　亮太
若松　貴秀
　氏　名
狩野　幸子
加藤　揚子
大塚理恵子

　氏　名
小池　智史
三沢　秀樹
吉井　真
小河原博志
中田　喜之
岡山　康和
黒澤　伸明

　    仮装名
安中藩主　板倉勝明
武士
僧侶
真田
弁慶
ふくろう
カブト

男子
1位
2位
3位

女子
1位
2位
3位

タイム
2:05:04
2:07:13
2:12:53
タイム
2:45:38
2:55:27
3:03:49

順　　位 仮装審査
峠コース

　氏　名
田中　章浩
山田　広之
横澤　智行
　氏　名
佐俣久美子
鷹崎　晃子
小暮　朗子

　氏　名
吉田　憲彦
金子　勝
黛　一弘
戸澤　義夫
玉野　秀憲
茂木　雄二
芝山　輝行

　　仮装名
伊達政宗
真田幸村
大名侍
榊原康政　出陣
安中藩　侍大将
安中のベルバラ
和尚

男子
1位
2位
3位

女子
1位
2位
3位

タイム
1:14:22
1:17:22
1:18:53
タイム
1:31:22
1:44:38
1:44:51

特別賞

仮装大賞

特別賞

仮装大賞

田中　章浩さん
のぼりがきつかったで
すが、沿道に人が多く
て気持ちよく走れまし
た。山並みもすごくき
れいでした。

相澤　真子さん
両親と一緒に参加しま
した。体を動かすのが
好きで、今回で2回目
の参加です。沿道の応
援が嬉しかったです。

渋川　裕二さん
初めて参加しました
が、沿道の応援が多く
てびっくり。来年は仮
装して参加してみたい
です。

佐俣　久美子さん
気温が高く、暑かった
ですが、今回で関所
コース9連覇を達成で
きました。10連覇目指
して頑張ります。

山田　広之さん
前回大会は峠コースに
挑戦しましたが、今回
は関所コースを走って
みました。仮装して
走っている人が多くて
とても楽しかったで
す。

達川　美利さん
初めて参加しました
が、思っていたよりも
楽しく、すごく気に入
りました。来年は10位
以内を目指します。

土屋　次郎さん
今回は、すごく暑かっ
たので、給水所がたく
さんあって助かりまし
た。珍しい大会なの
で、もっと全国区でPR
してもらいたい。
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国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
１
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

45

区分

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並みⅢ
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％
〈多数回該当：140,100円〉

167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％
〈多数回該当：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
〈多数回該当：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

35,400円
〈多数回該当：24,600円〉

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈多数回該当：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈多数回該当：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈多数回該当：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分
70歳未満の人

70歳から74歳の人入院時食事療養費標準負担額

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯

基礎控除後の所得
600万円超～

901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯

住民税非課税の世帯

対象

一般（下記以外の人）

1食あたり
の負担額

460円

210円

160円

100円

非課税

（70歳以

上は低所

得者Ⅱ）

90日まで
の入院

過去12カ月
間で90日を
超える入院

70歳以上で低所得者Ⅰ

※
〈
　
〉
内
は
、
過
去
12
カ
月
間
で
４
回
以

上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
の
額

で
す
。

※
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
、
区
分
ア
と
し
て
扱
い
ま
す
。

※
原
則
、
１
つ
の
医
療
機
関
で
支
払
う
１
カ

月
の
金
額
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
２

つ
以
上
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
に

は
、
今
ま
で
ど
お
り
高
額
療
養
費
の
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
特
例
対
象
被
保
険
者
軽
減
措
置
に
該
当
し

た
人
の
世
帯
は
、
負
担
区
分
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

安
政
遠
足

侍
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭

今
年
も
た
く
さ
ん
の

　
　仮
装
が
あ
り
ま
し
た

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と
中
央
体
育

館
に
て
、
安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
安

中
総
合
学
園
の
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
仮
装
審
査
で
は
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
完
成
度
の
高
い
仮
装
が
披
露
さ
れ
、
そ
の

衣
装
で
安
中
の
ま
ち
な
か
を
走
り
抜
け
る
ミ
ニ

遠
足
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
行
わ
れ
た
参
加
者
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
次
の
日
の
本
番
に
向
け
て
お
互
い
の

健
闘
を
祈
り
合
い
、
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
交

流
し
て
い
ま
し
た
。

小学校低学年

鬼形　珀亜

矢嶋　楓

出水　勝亜

藤井　結愛

ランドル　英

須藤　百萌

1位

2位

3位

1位

2位

3位

女
子

男
子

小学校高学年

寺崎　遼哉

土屋　東矢

佐藤　優成

藤原　莉乃

猿谷　心

須藤　凛

1位

2位

3位

1位

2位

3位

女
子

男
子

　 氏　名

竹田　瑠璃

小野里琥珀朗

瀧澤　陽向

川上　心寧

　　仮装名

徳川　家康

サムライマラソン

唐沢甚内

連獅子

忍者（くノ一）

仮装大賞

市長賞

商工会長賞

市議会議長賞

仮装した子どもたち

ミニ遠足スタート

前
夜
祭
仮
装
審
査

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
７

月
31
日
に
有
効
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の

で
、
新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
下

旬
に
郵
送
交
付
し
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
平
成

30
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉

課
に
返
却
す
る
か
、
ご
自
分
で
責
任
を
持
っ

て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定

証
や
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申

請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ

れ
て
い
る
認
定
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限

切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
使
用
す

る
人
は
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し

た
月
の
１
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

 

な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
現
役
並
み
Ⅲ
と

一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
が
認

定
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
お
持
ち

の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
な
ど
の

「
公
的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
（
☎
内
線
２
１
２
１
）

松
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
内
線
１
１
１
３
）

本

45

区分

一般

低所得者Ⅱ
低所得者Ⅰ

自己負担限度額（月額）
外来＋入院
（世帯単位）

現役並みⅢ
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（総医療費－842,000円）×１％
〈多数回該当：140,100円〉

167,400円＋（総医療費－558,000円）×１％
〈多数回該当：93,000円〉

※18,000円
年間上限144,000円

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

24,600円
15,000円

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上690万円未満）

80,100円＋（総医療費－267,000円）×１％
〈多数回該当：44,400円〉

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上380万円未満）

外来（個人単位）

8,000円

35,400円
〈多数回該当：24,600円〉

57,600円
〈多数回該当：44,400円〉

80,100円＋
（総医療費－267,000円）×１％

〈多数回該当：44,400円〉

167,400円＋
（総医療費－558,000円）×１％

〈多数回該当：93,000円〉

252,600円＋
（総医療費－842,000円）×１％

〈多数回該当：140,100円〉

自己負担限度額（月額）所得要件区分
70歳未満の人

70歳から74歳の人入院時食事療養費標準負担額

ア

イ

ウ

エ

オ

基礎控除後の所得
901万円超の世帯

基礎控除後の所得
600万円超～

901万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円超～
600万円以下の世帯
基礎控除後の所得

210万円以下の世帯

住民税非課税の世帯

対象

一般（下記以外の人）

1食あたり
の負担額

460円

210円

160円

100円

非課税

（70歳以

上は低所

得者Ⅱ）

90日まで
の入院

過去12カ月
間で90日を
超える入院

70歳以上で低所得者Ⅰ

※
〈
　
〉
内
は
、
過
去
12
カ
月
間
で
４
回
以

上
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
た
場
合
の
額

で
す
。

※
70
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
、
区
分
ア
と
し
て
扱
い
ま
す
。

※
原
則
、
１
つ
の
医
療
機
関
で
支
払
う
１
カ

月
の
金
額
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
２

つ
以
上
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
に

は
、
今
ま
で
ど
お
り
高
額
療
養
費
の
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
特
例
対
象
被
保
険
者
軽
減
措
置
に
該
当
し

た
人
の
世
帯
は
、
負
担
区
分
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

安
政
遠
足

侍
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭

今
年
も
た
く
さ
ん
の

　
　仮
装
が
あ
り
ま
し
た

　
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
と
中
央
体
育

館
に
て
、
安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン
前
夜
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
安

中
総
合
学
園
の
ダ
ン
ス
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
仮
装
審
査
で
は
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
完
成
度
の
高
い
仮
装
が
披
露
さ
れ
、
そ
の

衣
装
で
安
中
の
ま
ち
な
か
を
走
り
抜
け
る
ミ
ニ

遠
足
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
行
わ
れ
た
参
加
者
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
次
の
日
の
本
番
に
向
け
て
お
互
い
の

健
闘
を
祈
り
合
い
、
写
真
撮
影
を
す
る
な
ど
交

流
し
て
い
ま
し
た
。

小学校低学年

鬼形　珀亜

矢嶋　楓

出水　勝亜

藤井　結愛

ランドル　英

須藤　百萌

1位

2位

3位

1位

2位

3位

女
子

男
子

小学校高学年

寺崎　遼哉

土屋　東矢

佐藤　優成

藤原　莉乃

猿谷　心

須藤　凛

1位

2位

3位

1位

2位

3位

女
子

男
子

　 氏　名

竹田　瑠璃

小野里琥珀朗

瀧澤　陽向

川上　心寧

　　仮装名

徳川　家康

サムライマラソン

唐沢甚内

連獅子

忍者（くノ一）

仮装大賞

市長賞

商工会長賞

市議会議長賞

仮装した子どもたち

ミニ遠足スタート

前
夜
祭
仮
装
審
査

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

　
70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
が
７

月
31
日
に
有
効
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
の

で
、
新
し
い
「
高
齢
受
給
者
証
」
を
７
月
下

旬
に
郵
送
交
付
し
ま
す
。

　
「
高
齢
受
給
者
証
」
は
自
己
負
担
割
合
を

示
す
も
の
で
す
。
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す

る
と
き
に
は
、
保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
割
合
は
平
成

30
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
、
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
有
効
期
限
切
れ
と
な
っ
た
「
高
齢
受
給
者

証
」
は
□本 

国
保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉

課
に
返
却
す
る
か
、
ご
自
分
で
責
任
を
持
っ

て
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

入
院
や
外
来
の
支
払
い
が
限
度
額

ま
で
に
な
る
認
定
証
を
交
付
し
て

い
ま
す

　
市
で
は
、
入
院
や
外
来
で
支
払
う
医
療
費

の
自
己
負
担
額
が
限
度
額
ま
で
に
な
る
認
定

証
や
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認
定
証
を
、
申

請
に
よ
り
交
付
し
て
い
ま
す
。
現
在
交
付
さ

れ
て
い
る
認
定
証
は
７
月
31
日
で
有
効
期
限

切
れ
と
な
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
使
用
す

る
人
は
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
し

た
月
の
１
日
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

 

な
お
、
70
歳
か
ら
74
歳
で
現
役
並
み
Ⅲ
と

一
般
の
区
分
の
人
は
、
高
齢
受
給
者
証
が
認

定
証
の
代
わ
り
に
な
り
ま
す
の
で
、
認
定
証

の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
認
定
証
の
申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証

・
は
ん
こ（
朱
肉
を
使
用
す
る
物
）

・
す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
人
は
お
持
ち

の
認
定
証

・
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」（
も
し
く
は

「
通
知
カ
ー
ド
」
と
運
転
免
許
証
な
ど
の

「
公
的
な
写
真
付
身
分
証
明
」
）

※

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
限

度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
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地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）を

改
正
し
ま
し
た
。

◇
国
保
税
の
算
出
方
法
　
国
保
税
は
「
医
療

保
険
分
」
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」
、

「
介
護
保
険
分（
介
護
納
付
金
分
）」
の
３
区

分
で
構
成
さ
れ
、
各
区
分
の
基
礎
課
税
額
の

合
計
が
国
保
税
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
国
保
加
入
世
帯
の
合
計
所
得
、
固
定

資
産
税
額
、
加
入
者
数
な
ど
を
基
に
算
出
し

ま
す
。（
図
１
）

◇
改
正
の
概
要
　
今
回
の
改
正
の
要
点
は

「
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大
」
と
「
基
礎

課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上

げ
」
の
２
点
で
す
。

①
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
世
帯
の
合

計
所
得（
軽
減
判
定
時
の
み
国
保
に
加
入
し

て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
）

が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
そ
の
所
得
合

計
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割
、
５

割
、
２
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
５
割
と
２

割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基
準
額
を
見
直
し
、

対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。（
図

２
）

②
基
礎
課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の

引
き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分
の
う
ち
、
医

療
保
険
分
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）が
３
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
61
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
図
３
）

※
詳
細
は
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
今
年
度

の
国
保
税
納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

軽
減
対
象
者
の
拡
大
・
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

税
務
課
諸
税
証
明
係
（
☎
内
線
１
０
６
３
）

本

図１　国民健康保険税の算出方法

図２　基準所得の計算方法
※世帯主とその世帯の国保加入者の合計所得が次の式で算定した金額以下の場合が対象です。
「5割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×28万円）「27万5千円」→「28万円」に改正
「2割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×50万円）「50万円」→「51万円」に改正

図３　基礎課税額の最高賦課額（限度額）の引き上げ
医療保険分  58万円→61万円　3万円引き上げ
後期高齢者支援金分 19万円→19万円　引き上げなし
介護保険分  16万円→16万円　引き上げなし
合計額   93万円→96万円　3万円引き上げ

所得割：加入者各個人の前年中の所得－33万円
　　　　（マイナスの場合は０円とする）の合計額 6.7％×

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

▼ ▼ ▼

2.0％ 1.2％

資産割：加入者各個人の土地・家屋の固定資産税額の
　　　　合計 24％× 9％ 5％

均等割：加入者の人数 24,000円×

＝

6,000円 6,000円

平等割：１世帯につき 23,000円 5,000円 4,000円

世帯の国民健康保険税額 医療保険分
後期高齢者
支援金分 介護保険分

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬
ご
ろ

に
、„
う
す
い
み
ど
り
色
“
の
封
筒
で
郵
送

し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
８
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
で
す（
短
期
証
の
人
を
除
く
）。

　
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
記
載
さ
れ
て

い
る
住
所
、
氏
名
、
一
部
負
担
金
の
割
合
な

ど
を
確
認
し
、
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
「
平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
・
納
付
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
の
平
成
31
年
度
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
次
の
表
の
と
お
り
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
・
納
付
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

昨
年
度
と
納
付
方
法
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
平
成
31
年
度
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

①
普
通
徴
収（
現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
第
１
期
納
期
限
は
７
月
31
日（
水
）で
す
。

　
現
金
納
付
の
人
は
、
納
付
書
の
裏
面
で
納

付
可
能
場
所
を
確
認
し
、
各
納
期
限
内
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
人
は
、
各
納
期
限
が
引
落
日

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
各
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
特
別
徴
収（
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
人
）の
場
合
、
決
定
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
保
険
料
額
を
各
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
以
来
、
特

例
的
に
保
険
料
の
均
等
割
９
割
軽
減
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
８
割
軽
減
に
な
り
ま
す

（
そ
の
他
の
軽
減
割
合
は
前
年
度
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
）。

　
制
度
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
７
月
中
に
被
保
険
者
宛
に
郵
送
さ

れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係
（
☎
内
線
１
１
１
９
）

本

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
を
公
売
し
、
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
２
件
が
公
売

対
象
で
、
売
却
代
金
は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
例
年
11
月
に
近
隣
市
町

村
と
合
同
で
不
動
産
公
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
本
市
単
独
で
の
不
動
産
公
売

と
な
り
ま
す
。

　
公
売
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保
を
目
指
し
ま

す
。
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公
売
広
報
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

﹇
公
売
結
果
﹈

　
5
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

し
、
動
産
1
件
が
売
却
と
な
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

不
動
産
単
独
公
売
の
概
要

※
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
公
売
実
施
の
有
無
を
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
﹇
31－

2
﹈
に
つ
き
ま
し
て
は
農
地
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
農
地
転
用
の
許

可
手
続
を
了
し
て
い
る
た
め
、
公
売
に
際
し

て
「
農
地
買
受
適
格
証
明
書
」
は
要
し
ま
せ

ん
。

●
夜
間
納
税
窓
口
の
ご
案
内

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
と
お
り
夜
間
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
7
月
31
日（
水
）

時
間
▼
午
後
8
時
ま
で
　

場
所
▼
□本 

収
納
課

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

ー
ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
ー

ー
ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
ー

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
４
）

本

発
送
時
期

7
月
中
旬

8
月
上
旬

　
　
　
対
象
者

・
普
通
徴
収
の
み
の
人

・
普
通
徴
収
と
特
別
徴

　
収
に
該
当
す
る
人

・
特
別
徴
収
の
み
の
人

送
付
形
式

む
ら
さ
き

色
の
封
筒

シ
ー
ラ
ー

ハ
ガ
キ

令和元年8月1日からは〈青色〉です

売
却
区
分

番
号

内
　
　
　
容

　
所
在
地

土
地

土
地
面
積（
㎡
）

建
物

最
低
入
札

価
額（
万
円
）

公
売
保
証

金（
万
円
）

建
物
面
積（
㎡
）

31-131-2

318.95

建物1棟

594

宅地1筆

入札期日

場　　所
そ の 他

宅地1筆
畑１筆

板鼻
2丁目
字仲町

下磯部
字中郷

129.74109.12

建物1棟
付属

建物１棟

275505

2851

7月25日（木）
受付開始：午後1時
入札開始：午後2時
　305会議室
物件の詳細と公売参加の手続きについ
ては、本市のホームページ、または、
　 収納課・　住民福祉課に用意した
「公売広報」をご覧いただき確認して
ください。
本市以外の各機関の公売の内容につい
ては、各機関に直接お問い合わせくだ
さい。

本

本

松
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地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
本
市

に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）を

改
正
し
ま
し
た
。

◇
国
保
税
の
算
出
方
法
　
国
保
税
は
「
医
療

保
険
分
」
、
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」
、

「
介
護
保
険
分（
介
護
納
付
金
分
）」
の
３
区

分
で
構
成
さ
れ
、
各
区
分
の
基
礎
課
税
額
の

合
計
が
国
保
税
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
国
保
加
入
世
帯
の
合
計
所
得
、
固
定

資
産
税
額
、
加
入
者
数
な
ど
を
基
に
算
出
し

ま
す
。（
図
１
）

◇
改
正
の
概
要
　
今
回
の
改
正
の
要
点
は

「
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大
」
と
「
基
礎

課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上

げ
」
の
２
点
で
す
。

①
軽
減
制
度
の
対
象
者
の
拡
大

　
国
保
税
額
算
定
の
基
礎
と
な
る
世
帯
の
合

計
所
得（
軽
減
判
定
時
の
み
国
保
に
加
入
し

て
い
な
い
世
帯
主
の
所
得
も
含
ま
れ
ま
す
）

が
一
定
の
基
準
以
下
の
場
合
、
そ
の
所
得
合

計
に
応
じ
て
均
等
割
と
平
等
割
が
７
割
、
５

割
、
２
割
の
割
合
で
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
う
ち
５
割
と
２

割
の
軽
減
を
判
断
す
る
基
準
額
を
見
直
し
、

対
象
と
な
る
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。（
図

２
）

②
基
礎
課
税
額
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の

引
き
上
げ

　
国
保
税
を
構
成
す
る
３
区
分
の
う
ち
、
医

療
保
険
分
の
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）が
３
万

円
引
き
上
げ
ら
れ
61
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
図
３
）

※
詳
細
は
７
月
中
旬
に
送
付
さ
れ
る
今
年
度

の
国
保
税
納
税
通
知
書
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

税
制
改
正
に
か
か
る

　
　国
民
健
康
保
険
税
の
改
正
に
つ
い
て

軽
減
対
象
者
の
拡
大
・
最
高
賦
課
額（
限
度
額
）の
引
き
上
げ

税
務
課
諸
税
証
明
係
（
☎
内
線
１
０
６
３
）

本

図１　国民健康保険税の算出方法

図２　基準所得の計算方法
※世帯主とその世帯の国保加入者の合計所得が次の式で算定した金額以下の場合が対象です。
「5割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×28万円）「27万5千円」→「28万円」に改正
「2割軽減」の算定額計算方法
33万円＋（国保加入者の数×50万円）「50万円」→「51万円」に改正

図３　基礎課税額の最高賦課額（限度額）の引き上げ
医療保険分  58万円→61万円　3万円引き上げ
後期高齢者支援金分 19万円→19万円　引き上げなし
介護保険分  16万円→16万円　引き上げなし
合計額   93万円→96万円　3万円引き上げ

所得割：加入者各個人の前年中の所得－33万円
　　　　（マイナスの場合は０円とする）の合計額 6.7％×

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋

▼ ▼ ▼

2.0％ 1.2％

資産割：加入者各個人の土地・家屋の固定資産税額の
　　　　合計 24％× 9％ 5％

均等割：加入者の人数 24,000円×

＝

6,000円 6,000円

平等割：１世帯につき 23,000円 5,000円 4,000円

世帯の国民健康保険税額 医療保険分
後期高齢者
支援金分 介護保険分

■
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

　
新
し
い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬
ご
ろ

に
、„
う
す
い
み
ど
り
色
“
の
封
筒
で
郵
送

し
ま
す
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
間
は
８
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
７
月
31
日
ま
で
の
１
年

間
で
す（
短
期
証
の
人
を
除
く
）。

　
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、
記
載
さ
れ
て

い
る
住
所
、
氏
名
、
一
部
負
担
金
の
割
合
な

ど
を
確
認
し
、
８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関

な
ど
を
受
診
す
る
際
に
は
、
必
ず
新
し
い
被

保
険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
「
平
成
31
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
・
納
付
通
知
書
」
を
送
付
し

ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
の
平
成
31
年
度
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
、
次
の
表
の
と
お
り
「
保
険
料
額
決
定

通
知
書
・
納
付
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す
。

昨
年
度
と
納
付
方
法
が
変
わ
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
平
成
31
年
度
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

①
普
通
徴
収（
現
金
納
付
ま
た
は
口
座
振
替
）

の
第
１
期
納
期
限
は
７
月
31
日（
水
）で
す
。

　
現
金
納
付
の
人
は
、
納
付
書
の
裏
面
で
納

付
可
能
場
所
を
確
認
し
、
各
納
期
限
内
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
の
人
は
、
各
納
期
限
が
引
落
日

に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
各
納
期
限
の
前
日

ま
で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ

い
。

②
特
別
徴
収（
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
人
）の
場
合
、
決
定
通
知
書
に
記
載

さ
れ
た
保
険
料
額
を
各
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
均
等
割
額
の
軽
減
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開
始
以
来
、
特

例
的
に
保
険
料
の
均
等
割
９
割
軽
減
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
、
８
割
軽
減
に
な
り
ま
す

（
そ
の
他
の
軽
減
割
合
は
前
年
度
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
）。

　
制
度
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
群
馬
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
７
月
中
に
被
保
険
者
宛
に
郵
送
さ

れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
ご
案
内

国
保
年
金
課
医
療
年
金
係
（
☎
内
線
１
１
１
９
）

本

　
市
税
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た

不
動
産
を
公
売
し
、
入
札
に
よ
っ
て
売
却
し

ま
す
。
今
回
は
、
土
地
付
建
物
２
件
が
公
売

対
象
で
、
売
却
代
金
は
市
税
に
充
て
ら
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
例
年
11
月
に
近
隣
市
町

村
と
合
同
で
不
動
産
公
売
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
本
市
単
独
で
の
不
動
産
公
売

と
な
り
ま
す
。

　
公
売
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
よ
り
多
く

の
入
札
・
売
却
と
税
収
確
保
を
目
指
し
ま

す
。
原
則
ど
な
た
で
も
参
加
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
公
売
広
報
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

﹇
公
売
結
果
﹈

　
5
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施

し
、
動
産
1
件
が
売
却
と
な
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

不
動
産
単
独
公
売
の
概
要

※
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
公
売
実
施
の
有
無
を
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
﹇
31－

2
﹈
に
つ
き
ま
し
て
は
農
地
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に
農
地
転
用
の
許

可
手
続
を
了
し
て
い
る
た
め
、
公
売
に
際
し

て
「
農
地
買
受
適
格
証
明
書
」
は
要
し
ま
せ

ん
。

●
夜
間
納
税
窓
口
の
ご
案
内

　
市
役
所
開
庁
時
間
に
納
税
相
談
が
で
き
な

い
人
の
た
め
に
、
左
記
の
と
お
り
夜
間
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

開
設
日
▼
7
月
31
日（
水
）

時
間
▼
午
後
8
時
ま
で
　

場
所
▼
□本 

収
納
課

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

ー
ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
ー

ー
ど
な
た
で
も
入
札
に
参
加
で
き
ま
す
ー

収
納
課
収
納
整
理
係
（
☎
内
線
１
０
８
４
）

本

発
送
時
期

7
月
中
旬

8
月
上
旬

　
　
　
対
象
者

・
普
通
徴
収
の
み
の
人

・
普
通
徴
収
と
特
別
徴

　
収
に
該
当
す
る
人

・
特
別
徴
収
の
み
の
人

送
付
形
式

む
ら
さ
き

色
の
封
筒

シ
ー
ラ
ー

ハ
ガ
キ

令和元年8月1日からは〈青色〉です

売
却
区
分

番
号

内
　
　
　
容

　
所
在
地

土
地

土
地
面
積（
㎡
）

建
物

最
低
入
札

価
額（
万
円
）

公
売
保
証

金（
万
円
）

建
物
面
積（
㎡
）

31-131-2

318.95

建物1棟

594

宅地1筆

入札期日

場　　所
そ の 他

宅地1筆
畑１筆

板鼻
2丁目
字仲町

下磯部
字中郷

129.74109.12

建物1棟
付属

建物１棟

275505

2851

7月25日（木）
受付開始：午後1時
入札開始：午後2時
　305会議室
物件の詳細と公売参加の手続きについ
ては、本市のホームページ、または、
　 収納課・　住民福祉課に用意した
「公売広報」をご覧いただき確認して
ください。
本市以外の各機関の公売の内容につい
ては、各機関に直接お問い合わせくだ
さい。

本

本

松
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碓
氷
川
の
川
底
の
浸
食
を

止
め
ら
れ
る
か
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す

碓
氷
川
の
川
底
の
浸
食
を

止
め
ら
れ
る
か
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す

クリーンセンターへ直接搬入する場合の手数料
（ごみステーションに出すごみの出し方に変更はありません）
○家庭から生じたごみ
・燃えるごみ
・燃えないごみ

・粗大ごみ
・古紙（新聞・ダン
　ボール・紙パック、
　雑誌・雑がみ）

・古着・古布

○事業系のごみ
・一般廃棄物

　　　現　行
無料
※燃えるごみは指
　定袋が必要。
10㎏につき420円
無料

10㎏につき105円

　　　改定後（令和元年10月1日から）
総重量から50㎏を差し引いた重量
10㎏につき165円（50㎏まで無料）

※指定袋は必要ありません。
無料
古紙…種類ごとに紙ひもなどでしばってく
　　　ださい。
古着・古布…透明または半透明の袋に入れ
　　　　　　てください。
※ほかのごみと分別して搬入してください。

10㎏につき165円

浸食された川底の状況

当　選
当　選

氏　名
伊藤　　清
岩井　　均

所属等
無　現
自　現

得票数

無投票

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
内
線
１
０
４
５
）

本

碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
１

－

０
７
４
７
）

　
任
期
満
了
に
伴
う
群
馬
県
議

会
議
員
選
挙
が
4
月
7
日（
日
）

に
、
安
中
市
議
会
議
員
選
挙
が

4
月
21
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し

た
。
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
は

無
投
票
で
し
た
が
、
安
中
市
議

会
議
員
選
挙
で
は
投
票
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　
碓
氷
川
で
は
、
川
底
が
著
し
く
浸
食
さ

れ
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
護
岸
や
橋
脚
な
ど
の
構
造
物
が
不

安
定
に
な
っ
た
り
、
魚
の
生
息
場
所
や
産
卵

場
所
が
減
っ
た
り
す
る
な
ど
の
悪
影
響
が
出

て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
で
は
浸
食
さ
れ
た
川
底
を
元
に
戻

す
た
め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
試
験
的

に
実
施
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
き
ま

す
。 統

一
地
方
選
挙
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

統
一
地
方
選
挙
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

一
般
家
庭
か
ら
生
じ
た
ご
み

・
燃
え
る
ご
み

・
燃
え
な
い
ご
み

・
粗
大
ご
み

　
改
定
後
は
、
ご
み
の
種
別
に
関
係

な
く
持
ち
込
ん
だ
ご
み
の
総
重
量
か

ら
50
㎏
を
差
し
引
い
た
重
量
10
㎏
に

つ
き
１
６
５
円
の
処
理
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

◎
改
定
後
も
無
料
の
ご
み

・
古
紙（
新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙

パ
ッ
ク
、
雑
誌
・
雑
が
み
）

　
種
類
ご
と
に
紙
ひ
も
な
ど
で
し

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
古
着
・
古
布

　
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
の
ご
み
と
は
分
別
し
て
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
ご
み

の
出
し
方
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
系
の
ご
み

　
10
㎏
に
つ
き
１
６
５
円

10
月
か
ら
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
す
る
ご
み
処
理
手
数
料
が

改
定
に
な
り
ま
す

10
月
か
ら
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
す
る
ご
み
処
理
手
数
料
が

改
定
に
な
り
ま
す

群馬県議会議員選挙

当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選

氏　名
小川　剛

柳沢　浩之
吉岡　完司

金井　登美雄
小林　訂史
高橋　由信
武者　葉子

櫻井　ひろ江
田中　伸一
今井　敏博
遠間　大和
小林　克行
罍　次雄

金井　久男

所属等
無　現
無　現
無　現
無　新
無　元
無　現
公　現
共　現
無　現
無　現
無　現
無　現
無　現
共　現

得票数
2,972
1,501
1,473
1,365
1,259
1,255
1,159
1,073
1,046
1,032
1,026
1,001
   994
   989

安中市議会議員選挙

当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選

氏　名
巽　久男

長嶋　陽子
佐藤　貴雄
柳沢　吉保
松本　次男
奥原　賢一
広瀬　晃

櫻井　喜久江
小口　まり子

吉岡　登
古尾谷　茂
福田　幸一
太田　進一
須貝　純子

所属等
無　現
公　新
無　現
無　現
社　新
無　現
無　現
無　現
無　新
無　現
無　新
無　新
無　現
無　新

得票数
988
983
967
942
888
845
774
763
757
732
683
655
608
339

護岸が浸食された状況

対策の全景
（碓氷大橋から上流を撮影）平成31年3月撮影

凡例　　　　：浸食防止ネットの設置　　　　：巨石の配置

対策１　巨石の配置

安
中
土
木
事
務
所
　
工
務
第
二
係
（
☎
３
８
２

－

１
３
５
０
）

群
馬
県
県
土
整
備
部
　
河
川
課
　
川
づ
く
り
係
（
☎
０
２
７

－

２
２
６

－

３
６
１
８
）

水の流れ
←

現在の河床

昔の河床
護岸

護岸が不安定化する恐れ

川底の土砂が全て流れて
魚も生息できない！

川の流れがゆっくりになり、川底
の浸食を防いだり、土砂を溜まり
やすくします。

対策２　浸食防止ネットの設置

川底の浸食を防ぎ、土砂を溜まり
やすくします。

ク

位置図

現在の状況

取組状況

↓　水の流れ
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碓
氷
川
の
川
底
の
浸
食
を

止
め
ら
れ
る
か
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す

碓
氷
川
の
川
底
の
浸
食
を

止
め
ら
れ
る
か
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す

クリーンセンターへ直接搬入する場合の手数料
（ごみステーションに出すごみの出し方に変更はありません）
○家庭から生じたごみ
・燃えるごみ
・燃えないごみ

・粗大ごみ
・古紙（新聞・ダン
　ボール・紙パック、
　雑誌・雑がみ）

・古着・古布

○事業系のごみ
・一般廃棄物

　　　現　行
無料
※燃えるごみは指
　定袋が必要。
10㎏につき420円
無料

10㎏につき105円

　　　改定後（令和元年10月1日から）
総重量から50㎏を差し引いた重量
10㎏につき165円（50㎏まで無料）

※指定袋は必要ありません。
無料
古紙…種類ごとに紙ひもなどでしばってく
　　　ださい。
古着・古布…透明または半透明の袋に入れ
　　　　　　てください。
※ほかのごみと分別して搬入してください。

10㎏につき165円

浸食された川底の状況
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岩井　　均
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無　現
自　現

得票数

無投票

選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
内
線
１
０
４
５
）

本

碓
氷
川
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セ
ン
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（
☎
３
８
１
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０
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４
７
）

　
任
期
満
了
に
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会
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員
選
挙
が
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7
日（
日
）

に
、
安
中
市
議
会
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員
選
挙
が

4
月
21
日（
日
）に
行
わ
れ
ま
し

た
。
群
馬
県
議
会
議
員
選
挙
は

無
投
票
で
し
た
が
、
安
中
市
議

会
議
員
選
挙
で
は
投
票
が
行
わ

れ
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　
碓
氷
川
で
は
、
川
底
が
著
し
く
浸
食
さ

れ
、
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
護
岸
や
橋
脚
な
ど
の
構
造
物
が
不

安
定
に
な
っ
た
り
、
魚
の
生
息
場
所
や
産
卵

場
所
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減
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た
り
す
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な
ど
の
悪
影
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が
出
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ま
す
。
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で
は
浸
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れ
た
川
底
を
元
に
戻

す
た
め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
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験
的

に
実
施
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
て
い
き
ま

す
。 統

一
地
方
選
挙
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

統
一
地
方
選
挙
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

一
般
家
庭
か
ら
生
じ
た
ご
み

・
燃
え
る
ご
み

・
燃
え
な
い
ご
み

・
粗
大
ご
み

　
改
定
後
は
、
ご
み
の
種
別
に
関
係

な
く
持
ち
込
ん
だ
ご
み
の
総
重
量
か

ら
50
㎏
を
差
し
引
い
た
重
量
10
㎏
に

つ
き
１
６
５
円
の
処
理
料
金
が
か
か

り
ま
す
。

◎
改
定
後
も
無
料
の
ご
み

・
古
紙（
新
聞
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙

パ
ッ
ク
、
雑
誌
・
雑
が
み
）

　
種
類
ご
と
に
紙
ひ
も
な
ど
で
し

ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
古
着
・
古
布

　
透
明
ま
た
は
半
透
明
の
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

　
ほ
か
の
ご
み
と
は
分
別
し
て
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
ご
み

の
出
し
方
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
業
系
の
ご
み

　
10
㎏
に
つ
き
１
６
５
円

10
月
か
ら
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
す
る
ご
み
処
理
手
数
料
が

改
定
に
な
り
ま
す

10
月
か
ら
碓
氷
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

直
接
搬
入
す
る
ご
み
処
理
手
数
料
が

改
定
に
な
り
ま
す

群馬県議会議員選挙

当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選

氏　名
小川　剛

柳沢　浩之
吉岡　完司

金井　登美雄
小林　訂史
高橋　由信
武者　葉子

櫻井　ひろ江
田中　伸一
今井　敏博
遠間　大和
小林　克行
罍　次雄

金井　久男

所属等
無　現
無　現
無　現
無　新
無　元
無　現
公　現
共　現
無　現
無　現
無　現
無　現
無　現
共　現

得票数
2,972
1,501
1,473
1,365
1,259
1,255
1,159
1,073
1,046
1,032
1,026
1,001
   994
   989

安中市議会議員選挙

当　選
当　選
当　選
当　選
当　選
当　選

氏　名
巽　久男

長嶋　陽子
佐藤　貴雄
柳沢　吉保
松本　次男
奥原　賢一
広瀬　晃

櫻井　喜久江
小口　まり子

吉岡　登
古尾谷　茂
福田　幸一
太田　進一
須貝　純子

所属等
無　現
公　新
無　現
無　現
社　新
無　現
無　現
無　現
無　新
無　現
無　新
無　新
無　現
無　新

得票数
988
983
967
942
888
845
774
763
757
732
683
655
608
339

護岸が浸食された状況

対策の全景
（碓氷大橋から上流を撮影）平成31年3月撮影

凡例　　　　：浸食防止ネットの設置　　　　：巨石の配置

対策１　巨石の配置

安
中
土
木
事
務
所
　
工
務
第
二
係
（
☎
３
８
２

－

１
３
５
０
）

群
馬
県
県
土
整
備
部
　
河
川
課
　
川
づ
く
り
係
（
☎
０
２
７

－

２
２
６

－

３
６
１
８
）

水の流れ
←

現在の河床

昔の河床
護岸

護岸が不安定化する恐れ

川底の土砂が全て流れて
魚も生息できない！

川の流れがゆっくりになり、川底
の浸食を防いだり、土砂を溜まり
やすくします。

対策２　浸食防止ネットの設置

川底の浸食を防ぎ、土砂を溜まり
やすくします。

ク

位置図

現在の状況

取組状況

↓　水の流れ



　
下
記
の
と
お
り
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

直
接
請
求
の
場
合
▼
【
高
崎
市
等
広
域
消

防
局
・
消
防
署
・
分
署
】
・
【
□本 

・
□松 

】
で

配
布
し
ま
す
。

郵
送
請
求
の
場
合
▼
本
人
の
住
所
氏
名
を

記
入
し
た
返
信
用
封
筒（
角
型
2
号
）に

1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封
の

う
え
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合
▼
消
防
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://ted.city.takasaki.

gunm
a.jp/shoubou/top.htm

)

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
送
先
・
問
合
せ
先
▼
高
崎
市
等
広
域
消

防
局
総
務
課
　
〒
3
7
0

－

０
８
６
１

高
崎
市
八
千
代
町
一
丁
目
13

－

10

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

2
3
9
3
）

　
市
で
は
令
和
元
年
度
の
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　
採
用
年
月
日
は
令
和
2
年
4

月
1
日
で
す
。
所
定
の
申
込
用

紙
を
7
月
1
日（
月
）か
ら
□本 

の

総
合
案
内
、
秘
書
課
お
よ
び
□松 

総
務
管
理
課
で
配
布
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
試

験
案
内
に
記
載
し
て
あ
る
必
要

書
類
を
添
え
て
□本 

秘
書
課
人
事

研
修
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
条
件
な
ど
に
つ
い

て
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
郵
送
を
希
望
す
る
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

配
布
開
始
▼

7
月
1
日（
月
）か
ら

受
付
期
間
▼

7
月
11
日（
木
）〜
31
日（
水
）

募
集
職
種
・
受
験
資
格
▼

下
表
の
と
お
り

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該

当
す
る
者

2019年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

２
０
１
９
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

２
０
１
９
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

1011

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）　

3. 社会人経験者採用試験
職
種

社
会
福
祉
士

主
任
介
護
専
門
員

受験資格

昭和44年4月2日以降に生まれた人で、主任介護支援専
門員研修を修了し、民間の社会福祉施設などで実務経
験があり、培われた知識や経験を市政に活かそうとい
う意欲があり、採用時に主任介護支援専門員として従
事できる人。 （令和2年4月1日時点で50歳以下）
昭和49年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士の資
格を有し、民間の社会福祉施設などで実務経験があ
り、培われた知識や経験を市政に活かそうという意欲
があり、採用時に社会福祉士として従事できる人。 

（令和2年4月1日時点で45歳以下）

１次試験
9月22日（日）

2次試験
10月下旬

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

学歴区分

試験区分

採用予定人員 6人

7月2日（火）

9月22日（日）

10月上旬

10月下旬
11月中旬

8月1日（木）から8月9日（金）まで

受験資格

申込期間

第2次試験
合格発表

結果発表

試験日

試験案内配布開始

1990（平成2）年4月2
日から1998（平成10）
年4月1日までに生ま
れた人で、学校教育法
による大学を卒業また
は2020（令和2）年3月
までに卒業見込みの人
［ただし、1998（平成
10）年4月2日以降に生
まれた人で学校教育法
による大学を卒業した
人（2020（令和2）年3
月までに卒業見込みを
含む）またはこれと同
等の資格を有すると認
められる人は受験する
ことができます］

1990（平成2）年4月2日か
ら2000（平成12）年4月1日
までに生まれた人で、学校
教育法による短期大学、高
等専門学校もしくは専修学
校専門課程（修業年限が2
年以上で、かつ1,600時間
以上の履修を義務づけてい
る課程）を卒業または2020

（令和2）年3月までに卒業
見込みの人
［ただし、学校教育法によ
る大学を卒業した人（2020

（令和2）年3月卒業見込み
を含む）またはこれと同等
の資格を有すると認められ
る人は受験できません］

1990（平成2）年4月2
日から2002（平成14）
年4月1日までに生ま
れた人で、学校教育法
による高等学校を卒業
もしくは2020（令和2）
年3月までに卒業見込
みの人またはこれと同
等の資格を有する人
［ただし、学校教育法
による大学もしくは短
期大学を卒業したまた

（2020（令和2）年3月卒
業見込みを含む）また
はこれらと同等の資格
を有すると認められる
人は受験できません］

消防職

大　　学 短　　大
（２年以上の専門学校を含む）

高　　校

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

1. 一般試験

2. 障害者採用試験

職
種

事
務
職
・
技
師
職

保
育
士

受験資格区分

初級

中級

中級

平成9年4月2日から平成14年4月1日まで
に生まれた人で、高等学校卒業（令和2年3
月卒業見込みを含む）の人（令和2年4月1日
時点で18歳～22歳）
平成3年4月2日から平成12年4月1日まで
に生まれた人で、短期大学卒業以上（令和
2年3月卒業見込みを含む）または同等の資
格があると認められる人（令和2年4月1日
時点で20歳～28歳）
昭和62年4月2日以降に生まれた人で、保
育士の資格を有する人または令和2年3月
31日までに取得見込みの人（令和2年4月1
日時点で32歳以下）

1次試験
9月22日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

職
種

事
務
職

受験資格区分

初級

中級

昭和49年4月2日か
ら平成14年4月1日
までに生まれた人
で、高等学校卒業

（令和2年3月卒業
見込みを含む）の人

（令和2年4月1日時
点で18歳～45歳）

次のすべてに該当す
る人
①身体障害者手帳、
療育手帳または精神
障害者保健福祉手帳
の交付を受けている
人
②介助なしに職務の
遂行が可能な人

（正規勤務時間の週
38時間45分の勤務
および時間外の勤務
が可能な人）
③活字印刷（文字の
大きさについては、
試験案内と同程度）
による筆記試験に対
応できる人

昭和49年4月2日か
ら平成12年4月1日
までに生まれた人
で、短期大学卒業
以上（令和2年3月
卒業見込みを含む）
または同等の資格
があると認められ
る人（令和2年4月1
日時点で20歳～45
歳）

１次試験
9月22日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

試
験
日
程

第1次
試験

秘
書
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
０
）

本

▶
平
成
31
年
度
新
規
採
用
職
員

ディスカッ
ション

面接
健康診断

ディスカッ
ション

面接
健康診断

5人程度

若干名

若干名

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

若干名

土
木
技
術

昭和62年4月2日以降に生まれた人で、民間企業などで
実務経験があり、培われた知識や経験を市政に活かそう
という意欲がある人（令和2年4月1日時点で32歳以下）

専門試験
性格特性検査
作文

若干名

消防士募集



　
下
記
の
と
お
り
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求

直
接
請
求
の
場
合
▼
【
高
崎
市
等
広
域
消

防
局
・
消
防
署
・
分
署
】
・
【
□本 

・
□松 

】
で

配
布
し
ま
す
。

郵
送
請
求
の
場
合
▼
本
人
の
住
所
氏
名
を

記
入
し
た
返
信
用
封
筒（
角
型
2
号
）に

1
4
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封
の

う
え
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合
▼
消
防
局
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://ted.city.takasaki.
gunm

a.jp/shoubou/top.htm
)

か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
送
先
・
問
合
せ
先
▼
高
崎
市
等
広
域
消

防
局
総
務
課
　
〒
3
7
0

－

０
８
６
１

高
崎
市
八
千
代
町
一
丁
目
13

－

10

（
☎
0
2
7

－

3
2
2

－

2
3
9
3
）

　
市
で
は
令
和
元
年
度
の
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。

　
採
用
年
月
日
は
令
和
2
年
4

月
1
日
で
す
。
所
定
の
申
込
用

紙
を
7
月
1
日（
月
）か
ら
□本 

の

総
合
案
内
、
秘
書
課
お
よ
び
□松 

総
務
管
理
課
で
配
布
し
ま
す
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、
試

験
案
内
に
記
載
し
て
あ
る
必
要

書
類
を
添
え
て
□本 

秘
書
課
人
事

研
修
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
条
件
な
ど
に
つ
い

て
は
試
験
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
郵
送
を
希
望
す
る
人

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

配
布
開
始
▼

7
月
1
日（
月
）か
ら

受
付
期
間
▼

7
月
11
日（
木
）〜
31
日（
水
）

募
集
職
種
・
受
験
資
格
▼

下
表
の
と
お
り

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

○
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

○
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該

当
す
る
者

2019年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

２
０
１
９
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

２
０
１
９
年
度
高
崎
市
・
安
中
市

　
　
　
　
　
　
　
消
防
組
合
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

安
中
市
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

1011

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
３
９
３
）　

3. 社会人経験者採用試験
職
種

社
会
福
祉
士

主
任
介
護
専
門
員

受験資格

昭和44年4月2日以降に生まれた人で、主任介護支援専
門員研修を修了し、民間の社会福祉施設などで実務経
験があり、培われた知識や経験を市政に活かそうとい
う意欲があり、採用時に主任介護支援専門員として従
事できる人。 （令和2年4月1日時点で50歳以下）
昭和49年4月2日以降に生まれた人で、社会福祉士の資
格を有し、民間の社会福祉施設などで実務経験があ
り、培われた知識や経験を市政に活かそうという意欲
があり、採用時に社会福祉士として従事できる人。 

（令和2年4月1日時点で45歳以下）

１次試験
9月22日（日）

2次試験
10月下旬

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

社会人基礎試験
職務適応検査
作文

学歴区分

試験区分

採用予定人員 6人

7月2日（火）

9月22日（日）

10月上旬

10月下旬
11月中旬

8月1日（木）から8月9日（金）まで

受験資格

申込期間

第2次試験
合格発表

結果発表

試験日

試験案内配布開始

1990（平成2）年4月2
日から1998（平成10）
年4月1日までに生ま
れた人で、学校教育法
による大学を卒業また
は2020（令和2）年3月
までに卒業見込みの人
［ただし、1998（平成
10）年4月2日以降に生
まれた人で学校教育法
による大学を卒業した
人（2020（令和2）年3
月までに卒業見込みを
含む）またはこれと同
等の資格を有すると認
められる人は受験する
ことができます］

1990（平成2）年4月2日か
ら2000（平成12）年4月1日
までに生まれた人で、学校
教育法による短期大学、高
等専門学校もしくは専修学
校専門課程（修業年限が2
年以上で、かつ1,600時間
以上の履修を義務づけてい
る課程）を卒業または2020

（令和2）年3月までに卒業
見込みの人
［ただし、学校教育法によ
る大学を卒業した人（2020

（令和2）年3月卒業見込み
を含む）またはこれと同等
の資格を有すると認められ
る人は受験できません］

1990（平成2）年4月2
日から2002（平成14）
年4月1日までに生ま
れた人で、学校教育法
による高等学校を卒業
もしくは2020（令和2）
年3月までに卒業見込
みの人またはこれと同
等の資格を有する人
［ただし、学校教育法
による大学もしくは短
期大学を卒業したまた

（2020（令和2）年3月卒
業見込みを含む）また
はこれらと同等の資格
を有すると認められる
人は受験できません］

消防職

大　　学 短　　大
（２年以上の専門学校を含む）

高　　校

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

1. 一般試験

2. 障害者採用試験

職
種

事
務
職
・
技
師
職

保
育
士

受験資格区分

初級

中級

中級

平成9年4月2日から平成14年4月1日まで
に生まれた人で、高等学校卒業（令和2年3
月卒業見込みを含む）の人（令和2年4月1日
時点で18歳～22歳）
平成3年4月2日から平成12年4月1日まで
に生まれた人で、短期大学卒業以上（令和
2年3月卒業見込みを含む）または同等の資
格があると認められる人（令和2年4月1日
時点で20歳～28歳）
昭和62年4月2日以降に生まれた人で、保
育士の資格を有する人または令和2年3月
31日までに取得見込みの人（令和2年4月1
日時点で32歳以下）

1次試験
9月22日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

3次試験
11月中旬

採用予定
人員

職
種

事
務
職

受験資格区分

初級

中級

昭和49年4月2日か
ら平成14年4月1日
までに生まれた人
で、高等学校卒業

（令和2年3月卒業
見込みを含む）の人

（令和2年4月1日時
点で18歳～45歳）

次のすべてに該当す
る人
①身体障害者手帳、
療育手帳または精神
障害者保健福祉手帳
の交付を受けている
人
②介助なしに職務の
遂行が可能な人

（正規勤務時間の週
38時間45分の勤務
および時間外の勤務
が可能な人）
③活字印刷（文字の
大きさについては、
試験案内と同程度）
による筆記試験に対
応できる人

昭和49年4月2日か
ら平成12年4月1日
までに生まれた人
で、短期大学卒業
以上（令和2年3月
卒業見込みを含む）
または同等の資格
があると認められ
る人（令和2年4月1
日時点で20歳～45
歳）

１次試験
9月22日（日）

2次試験
10月下旬

教養試験
事務適性検査
作文

教養試験
性格特性検査
作文

試
験
日
程

第1次
試験

秘
書
課
人
事
研
修
係
（
☎
内
線
１
０
３
０
）

本

▶
平
成
31
年
度
新
規
採
用
職
員

ディスカッ
ション

面接
健康診断

ディスカッ
ション

面接
健康診断

5人程度

若干名

若干名

ディスカッ
ション

面接
健康診断

若干名

若干名

土
木
技
術

昭和62年4月2日以降に生まれた人で、民間企業などで
実務経験があり、培われた知識や経験を市政に活かそう
という意欲がある人（令和2年4月1日時点で32歳以下）

専門試験
性格特性検査
作文

若干名

消防士募集



安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

安
中
市
長

　茂 

木 

英 

子

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、

「
社
明
運
動
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
省
の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
六
十
九
回

目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
「
更
生
保
護
の

日
」
で
あ
る
七
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
を

強
調
月
間
と
し
、
広
く
啓
発
活
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受

け
入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
を
つ
く
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の
市

民
の
人
に
活
動
の
趣
旨
で
あ
る
『
犯
罪
や

非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地

域
の
チ
カ
ラ
』
を
ご
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
こ
の
社
明
運
動
の
推
進
に
ご
協
力
と

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

重
点
事
項

　
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受
け

入
れ
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
社
会
に
す
る

た
め
に
以
下
の
5
つ
の
重
点
項
目
を
定
め
ま

し
た
。

①
出
所
者
な
ど
の
事
情
を
理
解
し
た
う
え
で

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か

ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰
を
長

期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ
と

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
が
、

社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受
け
入
れ
ら
れ

る
環
境
を
作
る
こ
と

⑤
非
行
少
年
な
ど
が
学
び
を
継
続
で
き
る
環

境
を
作
る
こ
と

安
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の
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お
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予
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動
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の
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頭
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活
動
・
パ
レ
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な
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・
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物
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用
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駅
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ペ
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会
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く
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運
動
作
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の
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集
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審
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９
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・
中
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象
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昨
年
7
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
３
カ

月
に
わ
た
り
実
施
し
た
、
第
68
回
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
募
金
活
動
は
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

多
大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
浄
財
は
、
更
生
保
護
施
設
や
自
主
準

備
ホ
ー
ム
へ
の
慰
問
や
し
お
り
人
形
作
成
・

配
布
に
よ
る
青
少
年
の
非
行
防
止
な
ど
同
運

動
の
事
業
費
と
し
て
、
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
協
力
事
業
主
会
、
各
地
域
の
活

動
費
と
し
て
配
分
し
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
対
し
て
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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の
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に
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、
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を
明
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く
す
る
運

動
」
の
浄
財
を
活
用
さ
せ
て
い
た
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き
ま

す
。
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た
、
当
地
区
の
保
護
観
察
事
件
数
は

前
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よ
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微
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と
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お
り
ま
す
。
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に
あ
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た
。
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社会福祉法人光の里と「災害時における福祉避難所の指
定等に関する協定」を締結しました。この協定により、
災害時に一般的な避難所での生活を送ることが困難な要
配慮者が安心して避難生活を送ることができるように、
バリアフリー化されている施設を利用させていただける
こととなりました。

福祉避難所に関する
災害協定を締結しました

5
10

月

日

4
24

月

日

4
8

月

日

4
25

月

日

東電タウンプランニング（株）群馬総支社と、地域貢献型
電柱広告に関する協定を結び、協定書を取り交わしまし
た。日本のマラソンの発祥といわれている「安政遠足」
をデザインした電柱広告の看板をコース上に掲出して、
観光客や市民の皆さんにPRをはかります。

電柱広告に関する協定
を締結しました

安中小学校で入学式が行われ、6年生から新1年生へ、い
じめ防止缶バッチが手渡されました。この活動は、児童
生徒のいじめ防止への意識高揚を図ることを目的として
います。

入学生に缶バッチが
手渡されました

ここ数年、碓氷川では鮎の豊漁が続いています。この状
況を今後も継続していくため、上州漁業協同組合磯部支
部の皆さんといそべこども園の園児の皆さんが稚鮎の放
流を行いました。園児たちは、鮎が大きく育ってほしい
と願いながら、放流しました。

大きく育ってね

5
1

月

日

大塚　ゆ久江さん（下後閑）が100歳の誕生日をむかえら
れ、お祝いの品が手渡されました。これからも元気にお
過ごしください。

１００歳
おめでとうございます

5
11

月

日

春の緑化運動の一環として、安政遠足侍マラソン前夜祭
にて苗木配布を行いました。苗木１本につき200円以上
の募金のご協力をお願いし、集まった募金は、森林整備
や緑化推進事業などに活用されています。

苗木を配布しました



安
中
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　推
進
委
員
会
委
員
長

安
中
市
長

　茂 

木 

英 

子

　
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
と
は
、

「
社
明
運
動
」
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
法

務
省
の
主
唱
に
よ
り
本
年
度
で
六
十
九
回

目
を
迎
え
ま
す
。
ま
た
「
更
生
保
護
の

日
」
で
あ
る
七
月
一
日
か
ら
一
か
月
間
を

強
調
月
間
と
し
、
広
く
啓
発
活
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人
を
社
会
か
ら
排

除
・
孤
立
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
再
び
受

け
入
れ
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直
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を
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で
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の
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を
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と
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る
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、
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に
戻
る
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を
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存
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社会福祉法人光の里と「災害時における福祉避難所の指
定等に関する協定」を締結しました。この協定により、
災害時に一般的な避難所での生活を送ることが困難な要
配慮者が安心して避難生活を送ることができるように、
バリアフリー化されている施設を利用させていただける
こととなりました。
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電柱広告に関する協定を結び、協定書を取り交わしまし
た。日本のマラソンの発祥といわれている「安政遠足」
をデザインした電柱広告の看板をコース上に掲出して、
観光客や市民の皆さんにPRをはかります。

電柱広告に関する協定
を締結しました

安中小学校で入学式が行われ、6年生から新1年生へ、い
じめ防止缶バッチが手渡されました。この活動は、児童
生徒のいじめ防止への意識高揚を図ることを目的として
います。
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ここ数年、碓氷川では鮎の豊漁が続いています。この状
況を今後も継続していくため、上州漁業協同組合磯部支
部の皆さんといそべこども園の園児の皆さんが稚鮎の放
流を行いました。園児たちは、鮎が大きく育ってほしい
と願いながら、放流しました。

大きく育ってね

5
1

月

日

大塚　ゆ久江さん（下後閑）が100歳の誕生日をむかえら
れ、お祝いの品が手渡されました。これからも元気にお
過ごしください。

１００歳
おめでとうございます

5
11

月

日

春の緑化運動の一環として、安政遠足侍マラソン前夜祭
にて苗木配布を行いました。苗木１本につき200円以上
の募金のご協力をお願いし、集まった募金は、森林整備
や緑化推進事業などに活用されています。

苗木を配布しました



1415 2019年7月1日号＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス安中市役所　☎382－1111

安
中
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

リ
レ
ー
・
エ
ッ
セ
イ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

第100回

　
近
年
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
と
い
う
隔
た
り
を
無
く

す
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
旅

行
に
行
っ
た
時
に
寄
っ
た
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で

は
、
男
子
ト
イ
レ
に
、
お
む
つ
交
換
シ
ー
ト
の
表

示
が
あ
り
ま
し
た
。
男
性
も
育
児
を
す
る
、
女
性

も
働
く
、
と
い
う
社
会
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
全
て
男
女
共
に
で
き
る
、
と
い
う
風

に
し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
助
産
師

と
い
う
職
業
が
あ
り
ま
す
。
助
産
師
は
、
女
性
の

出
産
に
直
接
携
わ
る
職
業
な
の
で
、
男
性
だ
と
や

り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
陸
上
競

技
で
、
男
女
同
じ
長
さ
を
走
っ
た
ら
、
体
力
的
に

男
性
の
方
が
有
利
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
全
て
の
物
事
が
男
女

共
同
だ
と
う
ま
く
い
か
な
い
、
満
足
し
な
い
こ
と

も
い
く
つ
か
出
て
き
ま
す
。
た
だ
規
則
が
で
き
る

だ
け
で
は
、
男
女
が
共
に
、
気
持
ち
よ
く
社
会
で

過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
私

は
思
い
ま
す
。
規
則
が
で
き
て
、
そ
れ
を
実
際
に

行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
世
の
中
の
人
が
も
の
の

見
方
や
考
え
方
を
変
え
、
統
一
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
も
男
性
と
同

じ
よ
う
に
働
け
る
今
も
良
い
と
思
う
し
、
現
に
、

私
の
母
や
祖
母
、
曽
祖
母
は
公
務
員
と
し
て
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
し
、
母
は
今
も
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
お
給
料
も
も
ら
え

て
、
家
庭
が
安
定
す
る
の
も
確
か
で
す
。

　
し
か
し
、
子
供
を
も
つ
と
な
る
と
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
産
休
は
と
る
も
の
の
、
多
少
の
育
児
の
た

め
に
育
休
を
と
り
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
間
の
仕

事
は
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
に
あ

た
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
だ
と
、
実
際
に

は
育
休
と
は
い
っ
て
も
働
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
ち
が
う
の
で
は
な
い
か
な
、
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
共
働
き
だ
と
な
お
さ
ら
大
変
で
す
。

育
て
る
の
は
二
人
な
の
で
、
二
人
と
も
働
く
と
育

児
が
で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
で
は
、
男
女
共
同
、

と
は
言
い
づ
ら
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
で
は
、
本
当
に
男
性
も
女
性
も
同
じ
よ
う
に
、

共
に
、
生
き
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
か
。
私
は
こ
う
考
え
ま
す
。
「
男
だ
か

ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に
決
め
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
の
力
や
技
術
、
特
技
、

個
人
の
も
つ
能
力
を
活
か
す
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
活
か
す
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
、
と
。

そ
う
す
れ
ば
、
大
抵
は
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
れ
ば
き
っ
と
、
男
女
共
同

と
い
う
言
葉
か
ら
、
「
男
女
」
と
い
う
語
が
無
く

な
る
で
し
ょ
う
。
無
く
な
っ
た
時
が
、
真
の
「
共

同
社
会
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
見
ら
れ
る
「
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が

届
か
な
い
」
「
注
文
し
た
商
品
と
異
な
る
も
の
や
偽
物
が
届
い
た
」
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
悪
質
な
サ
イ
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

☆
「
正
規
の
値
段
よ
り
極
端
に
安
価
で
あ
る
」
「
サ
イ
ト
に
正
確
な
運
営

情
報（
運
営
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
）が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
」

「
日
本
語
の
表
現
が
不
自
然
で
あ
る
」
「
支
払
方
法
が
銀
行
振
込
の

み
」
な
ど
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

☆
支
払
っ
て
し
ま
う
と
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
価
格
の
安

さ
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
少
し
で
も
怪
し
い
、
お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
、
利
用
し
な
い
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
☎
３
８
２

－

２
２
２
８

【
事
例
１
】

　
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
買
お
う
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

て
、
価
格
が
安
か
っ
た
通
販
サ
イ
ト
で
注
文
し
、
料

金
も
支
払
っ
た
が
商
品
が
届
か
な
い
。
入
金
後
は
業

者
か
ら
メ
ー
ル
も
こ
な
い
。
サ
イ
ト
に
あ
る
業
者
の

住
所
や
電
話
番
号
は
で
た
ら
め
の
よ
う
だ
。 

【
事
例
２
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
か
ら
見
た
サ
イ
ト
で
、
「
定
価
８

万
円
の
革
の
バ
ッ
グ
が
今
な
ら
約
８
千
円
」
と
あ
っ

た
の
で
、
注
文
し
て
代
引
き
で
支
払
っ
た
。
開
封
し

た
と
こ
ろ
、
申
し
込
ん
だ
も
の
と
は
違
う
ビ
ニ
ー
ル
製
の
バ
ッ
グ
が
入
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
連
絡
が
取
れ
な
い
。 

そ
の
サ
イ
ト
大
丈
夫
？
悪
質
な
通
販
サ
イ
ト
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
入
賞
】

真
の
「
共
同
社
会
」
と
は

　
　
　
　第
一
中
学
校
二
年

　市
川

　汐
里

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

●バランスよく食べ、低栄養を防ぎましょう
中高年のときは肥満を避けて「メタボ対策」を心がけた人でも、65歳を過ぎたら低栄養にならないように意識を
変えていきましょう。低栄養を防ぐために特に重要なのが、「たんぱく質」の摂取です。
また、運動機能の低下を防ぐには一定量の筋肉が必要で、その筋肉量を保つために
も、できれば１日１食は動物性たんぱく質の肉類を摂り、魚、卵、大豆製品なども
含めて摂りましょう。
しかし、腎臓機能が低下している人は、たんぱく質の摂り方に注意が必要です。
自分の腎機能が正常かどうか心配な人は、かかりつけ医に相談してください。

フレイルとは
加齢とともに心身の活力が低下し
た虚弱な状態で、「健康」と「要
介護」中間の状態にあることをい
います。多くの高齢者がフレイル
を経て要介護状態になるので、フ
レイルを予防・改善することが健
康寿命をのばすためにとても重要
です。
フレイルを予防・改善するために
「栄養（食生活・口腔機能）」「運
動（身体活動）」「社会参加」の３
つを意識して、日頃の生活を見直
していきましょう。

フレイル予防

フレイルはなぜ起きる？３つの要因

まだ間に合う、フレイルは改善できます！

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は8月1日号に「フレイル予防（口腔機能編）」の掲載を予定しています。本

身体的要因
筋力の衰えに
よる運動機能
の低下や、口
腔機能の衰え
によって十分な栄養を摂取するこ
とができないなど、様々な要因が
重なります。

精神・心理的要因
身体が思うよ
うに動かない
ことに対する
ストレスや、
記憶力や判断力の低下、認知機能
の低下、うつ症状などの要因が考
えられます。

社会的要因
筋力の衰えに
よる疲労から
外出する機会
が 少 な く な
り、家に閉じこもりがちになるな
ど、社会との接点が失われること
も大きな要因となります。

健 康

健康寿命

加齢

フレイル 要介護

この段階なら健康
な状態に戻ること
が十分可能

もとの状態に
戻ることが難
しくなる

予
備
能
力（
心
身
の
機
能
）

栄養（食生活）編

激安

フレイル 対策を！
シニアはメタボより
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男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
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近
年
、
男
女
共
同
参
画
と
い
う
言
葉
が
盛
ん
に

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
と
い
う
隔
た
り
を
無
く

す
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
日
、
旅

行
に
行
っ
た
時
に
寄
っ
た
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
で

は
、
男
子
ト
イ
レ
に
、
お
む
つ
交
換
シ
ー
ト
の
表

示
が
あ
り
ま
し
た
。
男
性
も
育
児
を
す
る
、
女
性

も
働
く
、
と
い
う
社
会
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
全
て
男
女
共
に
で
き
る
、
と
い
う
風

に
し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
助
産
師

と
い
う
職
業
が
あ
り
ま
す
。
助
産
師
は
、
女
性
の

出
産
に
直
接
携
わ
る
職
業
な
の
で
、
男
性
だ
と
や

り
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
陸
上
競

技
で
、
男
女
同
じ
長
さ
を
走
っ
た
ら
、
体
力
的
に

男
性
の
方
が
有
利
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
全
て
の
物
事
が
男
女

共
同
だ
と
う
ま
く
い
か
な
い
、
満
足
し
な
い
こ
と

も
い
く
つ
か
出
て
き
ま
す
。
た
だ
規
則
が
で
き
る

だ
け
で
は
、
男
女
が
共
に
、
気
持
ち
よ
く
社
会
で

過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
私

は
思
い
ま
す
。
規
則
が
で
き
て
、
そ
れ
を
実
際
に

行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
世
の
中
の
人
が
も
の
の

見
方
や
考
え
方
を
変
え
、
統
一
す
る
こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
も
男
性
と
同

じ
よ
う
に
働
け
る
今
も
良
い
と
思
う
し
、
現
に
、

私
の
母
や
祖
母
、
曽
祖
母
は
公
務
員
と
し
て
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
を
し
て
い
ま
し
た
し
、
母
は
今
も
し

て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
お
給
料
も
も
ら
え

て
、
家
庭
が
安
定
す
る
の
も
確
か
で
す
。

　
し
か
し
、
子
供
を
も
つ
と
な
る
と
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
産
休
は
と
る
も
の
の
、
多
少
の
育
児
の
た

め
に
育
休
を
と
り
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
間
の
仕

事
は
無
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
に
あ

た
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
だ
と
、
実
際
に

は
育
休
と
は
い
っ
て
も
働
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
ち
が
う
の
で
は
な
い
か
な
、
と
思
い

ま
せ
ん
か
。
共
働
き
だ
と
な
お
さ
ら
大
変
で
す
。

育
て
る
の
は
二
人
な
の
で
、
二
人
と
も
働
く
と
育

児
が
で
き
ま
せ
ん
。
同
じ
よ
う
に
働
く
こ
と
が
難

し
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
で
は
、
男
女
共
同
、

と
は
言
い
づ
ら
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
で
は
、
本
当
に
男
性
も
女
性
も
同
じ
よ
う
に
、

共
に
、
生
き
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で

し
ょ
う
か
。
私
は
こ
う
考
え
ま
す
。
「
男
だ
か

ら
、
女
だ
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に
決
め
つ
け
る
の

で
は
な
く
、
人
間
と
し
て
の
力
や
技
術
、
特
技
、

個
人
の
も
つ
能
力
を
活
か
す
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
活
か
す
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
、
と
。

そ
う
す
れ
ば
、
大
抵
は
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
な
れ
ば
き
っ
と
、
男
女
共
同

と
い
う
言
葉
か
ら
、
「
男
女
」
と
い
う
語
が
無
く

な
る
で
し
ょ
う
。
無
く
な
っ
た
時
が
、
真
の
「
共

同
社
会
」
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
】

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
見
ら
れ
る
「
代
金
を
支
払
っ
た
の
に
商
品
が

届
か
な
い
」
「
注
文
し
た
商
品
と
異
な
る
も
の
や
偽
物
が
届
い
た
」
な

ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
悪
質
な
サ
イ
ト
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。 

☆
「
正
規
の
値
段
よ
り
極
端
に
安
価
で
あ
る
」
「
サ
イ
ト
に
正
確
な
運
営

情
報（
運
営
者
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
）が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
」

「
日
本
語
の
表
現
が
不
自
然
で
あ
る
」
「
支
払
方
法
が
銀
行
振
込
の

み
」
な
ど
の
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

☆
支
払
っ
て
し
ま
う
と
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
困
難
で
す
。
価
格
の
安

さ
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
ず
、
少
し
で
も
怪
し
い
、
お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
、
利
用
し
な
い
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。

資
料
提
供
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

【
問
合
せ
】

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
、
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
、
早
め
に
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
☎
３
８
２

－

２
２
２
８

【
事
例
１
】

　
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を
買
お
う
と
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

て
、
価
格
が
安
か
っ
た
通
販
サ
イ
ト
で
注
文
し
、
料

金
も
支
払
っ
た
が
商
品
が
届
か
な
い
。
入
金
後
は
業

者
か
ら
メ
ー
ル
も
こ
な
い
。
サ
イ
ト
に
あ
る
業
者
の

住
所
や
電
話
番
号
は
で
た
ら
め
の
よ
う
だ
。 

【
事
例
２
】

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
か
ら
見
た
サ
イ
ト
で
、
「
定
価
８

万
円
の
革
の
バ
ッ
グ
が
今
な
ら
約
８
千
円
」
と
あ
っ

た
の
で
、
注
文
し
て
代
引
き
で
支
払
っ
た
。
開
封
し

た
と
こ
ろ
、
申
し
込
ん
だ
も
の
と
は
違
う
ビ
ニ
ー
ル
製
の
バ
ッ
グ
が
入
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
連
絡
が
取
れ
な
い
。 

そ
の
サ
イ
ト
大
丈
夫
？
悪
質
な
通
販
サ
イ
ト
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

問合せ▶　市民生活課市民協働係（☎内線1139）本

【
入
賞
】

真
の
「
共
同
社
会
」
と
は

　
　
　
　第
一
中
学
校
二
年

　市
川

　汐
里

平
成
30
年
度
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
作
文
・
エ
ッ
セ
イ

　入
選
作
品

「いきいき安中健康21」　　　
からのお知らせ 

●バランスよく食べ、低栄養を防ぎましょう
中高年のときは肥満を避けて「メタボ対策」を心がけた人でも、65歳を過ぎたら低栄養にならないように意識を
変えていきましょう。低栄養を防ぐために特に重要なのが、「たんぱく質」の摂取です。
また、運動機能の低下を防ぐには一定量の筋肉が必要で、その筋肉量を保つために
も、できれば１日１食は動物性たんぱく質の肉類を摂り、魚、卵、大豆製品なども
含めて摂りましょう。
しかし、腎臓機能が低下している人は、たんぱく質の摂り方に注意が必要です。
自分の腎機能が正常かどうか心配な人は、かかりつけ医に相談してください。

フレイルとは
加齢とともに心身の活力が低下し
た虚弱な状態で、「健康」と「要
介護」中間の状態にあることをい
います。多くの高齢者がフレイル
を経て要介護状態になるので、フ
レイルを予防・改善することが健
康寿命をのばすためにとても重要
です。
フレイルを予防・改善するために
「栄養（食生活・口腔機能）」「運
動（身体活動）」「社会参加」の３
つを意識して、日頃の生活を見直
していきましょう。

フレイル予防

フレイルはなぜ起きる？３つの要因

まだ間に合う、フレイルは改善できます！

安中市健康増進計画

問合せ▶　　健康づくり課保健指導係（☎内線1174）次号は8月1日号に「フレイル予防（口腔機能編）」の掲載を予定しています。本

身体的要因
筋力の衰えに
よる運動機能
の低下や、口
腔機能の衰え
によって十分な栄養を摂取するこ
とができないなど、様々な要因が
重なります。

精神・心理的要因
身体が思うよ
うに動かない
ことに対する
ストレスや、
記憶力や判断力の低下、認知機能
の低下、うつ症状などの要因が考
えられます。

社会的要因
筋力の衰えに
よる疲労から
外出する機会
が 少 な く な
り、家に閉じこもりがちになるな
ど、社会との接点が失われること
も大きな要因となります。

健 康

健康寿命

加齢

フレイル 要介護

この段階なら健康
な状態に戻ること
が十分可能

もとの状態に
戻ることが難
しくなる

予
備
能
力（
心
身
の
機
能
）

栄養（食生活）編

激安

フレイル 対策を！
シニアはメタボより
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手
動
製
麺
機
と
は
、
こ
ね
た
生
地
を
入

れ
、
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
生
地
を
帯
状
に
伸

ば
し
た
あ
と
、
麺
切
り
ロ
ー
ラ
ー
に
通
す
と

麺
状
に
カ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
道
具
の
こ
と
で

す
。
明
治
16
年（
1
８
８
３
）、
佐
賀
県
の
眞

崎
照
郷（
１
８
５
１
〜
１
９
２
７
）に
よ
っ
て

木
綿
の
綿
実
を
取
り
出
す
糸
繰
機
を
ヒ
ン
ト

に
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
地
に
製

造
メ
ー
カ
ー
が
生
ま
れ
、
特
に
鋳
物
の
製
造

が
盛
ん
な
埼
玉
県
戸
田
市
や
川
口
市
で
多
く

生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　
群
馬
県
は
明
治
期
か
ら
養
蚕
が
盛
ん
で
、

繭
か
ら
と
れ
る
生
糸
は
日
本
の
最
大
の
輸
出

品
で
し
た
。
ま
た
、
火
山
灰
台
地
と
日
照
時

間
の
長
さ
を
活
か
し
た
小
麦
作
り
も
盛
ん

で
、
多
忙
な
養
蚕
農
家
で
は
地
粉
を
使
っ
た

お
っ
き
り
こ
み
な
ど
の
手
軽
な
料
理
が
食
卓

に
並
ぶ
事
が
多
く
、
製
麺
機
は
群
馬
県
に
お

け
る
粉
食
文
化
の
発
展
を
手
助
け
し
ま
し

た
。
製
麺
機
は
養
蚕
の
盛
ん
な
県
で
多
く
使

用
さ
れ
、
群
馬
県
は
全
国
普
及
の
実
に
５
割

を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
群
馬
県
の
粉
食
文
化
を
伝
え
、
近
代
化
を

支
え
た
手
動
製
麺
機
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と

学
習
館
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

手
動
製
麺
機
の
世
界

手
動
製
麺
機
の
世
界

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

だ
よ
り

学
習
の
森

№158
祝
日
振
り
替
え
の
た
め
７
月
17
日（
水
）は

休
館
で
す
。

ヨガのポーズを完成させるようなエクササイズでなく、今
のココロとカラダの状態に目を向け、自ら気づいていくお
手伝いをするヨーガ教室です。

【日　程】　
　①7月27日（土）
　②8月10日（土）
　③8月17日（土）
　④8月24日（土）
　⑤9月14日（土）
【時　間】午前10時～正午
【講　師】野口いずみ氏（認定 ヨーガ療法士）
【参加費】無料
【場　所】生涯学習施設

　　　　  7/27・8/10 市民ギャラリー　8/17 ～つどいの間
【定　員】10人（先着順）
【持ち物】ヨガマット、タオル、飲み物、 動きやすい服装
【申込み】ふるさと学習館までお申し込みください。

窓口受付は7月12日（金）午前9時から、電話受付は午前9時
30分から開始します。人気講座のため、お早めにお申込み
ください。

四つ切り画用紙に
クレヨンや水彩絵の具で楽しく描こう！
【講師】小暮直巳氏（atelier703）
【日時】8月10日（土）午前10時～午後3時

※昼食は各自でご用意ください。
【場所】生涯学習施設　創作工房３
【定員】6人   【参加費】300円   【対象】小学生
【持ち物】いらないタオル（筆やパレットを拭く）、水彩絵

の具一式（絵の具、筆洗いバケツ、筆）、2B鉛筆、消しゴム
【申込み】7月29日（月）午前9時から受付開始。

ふるさと学習館まで、電話または直接お申し込
みください。
【その他】学校からの課題一覧があればお持ち

ください。

ココロとカラダの夏休みお絵描きレッスン

群馬県立歴史博物館　第99回企画展

集まれ！ぐんまのはにわたち
～日本一の埴輪県～

ヨーガ教室

生 涯 学 習 だ よ り
安中市教育委員会

　各地区公民館および各地区生涯学習センターでは、
地域における生涯学習の発表の場として、各種教室参
加者による作品展示やステージ発表、試食などの体験
ができる地域文化祭・生涯学習のつどいを毎年開催し
ています。今年度の予定についてお知らせします。
　なお、予定のため、変更となることがありますの
で、詳細は各地区公民館・生涯学習センターへお問い
合わせください。

“マナビー”

No.157

　　　　　場　　所
安中公民館
原市公民館
磯部公民館
東横野公民館
岩野谷公民館
安中市文化センター
板鼻公民館
秋間公民館
後閑公民館
松井田文化会館
臼井小学校体育館
坂本体育館
西横野小学校体育館
九十九地区生涯学習センター
九十九小学校体育館
細野ふるさとセンター

開　催　地　区
安中公民館
原市公民館
磯部公民館

東横野公民館

岩野谷公民館

板鼻公民館
秋間公民館
後閑公民館

松井田・新堀地区生涯学習センター
臼井地区生涯学習センター

坂本・入牧地区生涯学習センター
西横野地区生涯学習センター

九十九地区生涯学習センター

細野地区生涯学習センター

安中地域
（地域文化祭）

松井田地域
（つどい）

平
成
30
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

「
聲
の
形
」
を
観
て
思
っ
た
こ
と

安
中
市
立
第
二
中
学
校

二
年
　高
橋
　蓮

（
５
月
号
よ
り
つ
づ
き
）

　
僕
が
思
う
人
権
と
は
、
い
じ
め
を
完
全
に
無
く

す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
気
づ
い
た
り
少
な
く

し
た
り
す
る
、
人
が
持
っ
て
い
る
器
だ
と
思
う
。

器
が
小
さ
け
れ
ば
人
権
が
少
な
い
、
器
が
大
き
け

れ
ば
人
権
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
人
権
と
は
、

と
て
も
深
く
、
そ
し
て
と
て
も
難
し
い
も
の
だ
と

思
う
。

　
僕
が
観
た
ア
ニ
メ
に
こ
ん
な
台
詞
が
あ
る
。

「
人
と
い
う
字
は
支
え
あ
っ
て
い
る
っ
て
言
う
け

れ
ど
、
ど
ち
ら
か
が
楽
を
し
て
い
る
と
思
う
」
と

い
う
台
詞
だ
。
人
と
い
う
字
だ
け
で
も
二
つ
の
気

持
ち
が
あ
る
。
楽
を
し
て
楽
し
ん
で
い
る
人
と
、

楽
を
し
て
い
る
人
を
支
え
て
い
る
辛
い
人
。
勝
負

に
勝
つ
人
、
負
け
る
人
。
ま
た
、
一
人
一
人
性
格

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

 

性
格
に
は
逆
ら
え
な
い
と
思
う
。
感
情
も
様
々

で
、
喜
び
や
悲
し
み
、
恨
み
や
憎
し
み
な
ど
、
感

情
が
豊
か
な
の
が
人
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
り
悪
い

と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
僕
は
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

人
は
い
ろ
い
ろ
な
行
動
を
し
、
そ
の
中
の
一
つ
が

い
じ
め
だ
と
思
う
。

　
最
後
に
、
僕
は
い
じ
め
は
よ
く
な
い
と
思
う
。

そ
の
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
一
つ
一
つ
の
行
動
を
考
え
直

し
、
相
手
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
を

よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

　
急
に
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
ゼ
ロ
に
近
づ

い
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）

松

松

せ
い
め
ん
き

ま

さ
き
て
る
さ
と

め
ん
じ
つ

い
も
の

き
い
と

い
と
く
り
き

展示期間　7/13～9/1
〔場所〕群馬県立歴史博物館

安中市出土の埴輪も展示されま
す。ぜひご覧ください！

後閑三号墳出土
人物埴輪

　　　　 開催日
11月  2日（土）～  3日（日）
10月26日（土）～27日（日）
11月23日（土）～24日（日）
10月26日（土）～27日（日）

10月25日（金）～26日（土）

11月  2日（土）～  3日（日）
11月  2日（土）～  3日（日）
11月  9日（土）～10日（日）
令和2年2月2日（日）
11月  3日（日）
11月10日（日）
令和2年3月8日（日）

11月17日（日）

10月20日（日）

こ
え

小野式製麺機
（未来塾所蔵）
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手
動
製
麺
機
と
は
、
こ
ね
た
生
地
を
入

れ
、
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
生
地
を
帯
状
に
伸

ば
し
た
あ
と
、
麺
切
り
ロ
ー
ラ
ー
に
通
す
と

麺
状
に
カ
ッ
ト
し
て
く
れ
る
道
具
の
こ
と
で

す
。
明
治
16
年（
1
８
８
３
）、
佐
賀
県
の
眞

崎
照
郷（
１
８
５
１
〜
１
９
２
７
）に
よ
っ
て

木
綿
の
綿
実
を
取
り
出
す
糸
繰
機
を
ヒ
ン
ト

に
発
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
地
に
製

造
メ
ー
カ
ー
が
生
ま
れ
、
特
に
鋳
物
の
製
造

が
盛
ん
な
埼
玉
県
戸
田
市
や
川
口
市
で
多
く

生
産
さ
れ
ま
し
た
。

　
群
馬
県
は
明
治
期
か
ら
養
蚕
が
盛
ん
で
、

繭
か
ら
と
れ
る
生
糸
は
日
本
の
最
大
の
輸
出

品
で
し
た
。
ま
た
、
火
山
灰
台
地
と
日
照
時

間
の
長
さ
を
活
か
し
た
小
麦
作
り
も
盛
ん

で
、
多
忙
な
養
蚕
農
家
で
は
地
粉
を
使
っ
た

お
っ
き
り
こ
み
な
ど
の
手
軽
な
料
理
が
食
卓

に
並
ぶ
事
が
多
く
、
製
麺
機
は
群
馬
県
に
お

け
る
粉
食
文
化
の
発
展
を
手
助
け
し
ま
し

た
。
製
麺
機
は
養
蚕
の
盛
ん
な
県
で
多
く
使

用
さ
れ
、
群
馬
県
は
全
国
普
及
の
実
に
５
割

を
占
め
て
い
ま
し
た
。

　
群
馬
県
の
粉
食
文
化
を
伝
え
、
近
代
化
を

支
え
た
手
動
製
麺
機
に
つ
い
て
、
ふ
る
さ
と

学
習
館
で
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

手
動
製
麺
機
の
世
界

手
動
製
麺
機
の
世
界

問合せ▶安中市学習の森 ふるさと学習館
　　　　安中市上間仁田951　☎382－7622　mail : furusato@city.annaka.lg.jp

だ
よ
り

学
習
の
森

№158
祝
日
振
り
替
え
の
た
め
７
月
17
日（
水
）は

休
館
で
す
。

ヨガのポーズを完成させるようなエクササイズでなく、今
のココロとカラダの状態に目を向け、自ら気づいていくお
手伝いをするヨーガ教室です。

【日　程】　
　①7月27日（土）
　②8月10日（土）
　③8月17日（土）
　④8月24日（土）
　⑤9月14日（土）
【時　間】午前10時～正午
【講　師】野口いずみ氏（認定 ヨーガ療法士）
【参加費】無料
【場　所】生涯学習施設

　　　　  7/27・8/10 市民ギャラリー　8/17 ～つどいの間
【定　員】10人（先着順）
【持ち物】ヨガマット、タオル、飲み物、 動きやすい服装
【申込み】ふるさと学習館までお申し込みください。

窓口受付は7月12日（金）午前9時から、電話受付は午前9時
30分から開始します。人気講座のため、お早めにお申込み
ください。

四つ切り画用紙に
クレヨンや水彩絵の具で楽しく描こう！
【講師】小暮直巳氏（atelier703）
【日時】8月10日（土）午前10時～午後3時

※昼食は各自でご用意ください。
【場所】生涯学習施設　創作工房３
【定員】6人   【参加費】300円   【対象】小学生
【持ち物】いらないタオル（筆やパレットを拭く）、水彩絵

の具一式（絵の具、筆洗いバケツ、筆）、2B鉛筆、消しゴム
【申込み】7月29日（月）午前9時から受付開始。

ふるさと学習館まで、電話または直接お申し込
みください。
【その他】学校からの課題一覧があればお持ち

ください。

ココロとカラダの夏休みお絵描きレッスン

群馬県立歴史博物館　第99回企画展

集まれ！ぐんまのはにわたち
～日本一の埴輪県～

ヨーガ教室

生 涯 学 習 だ よ り
安中市教育委員会

　各地区公民館および各地区生涯学習センターでは、
地域における生涯学習の発表の場として、各種教室参
加者による作品展示やステージ発表、試食などの体験
ができる地域文化祭・生涯学習のつどいを毎年開催し
ています。今年度の予定についてお知らせします。
　なお、予定のため、変更となることがありますの
で、詳細は各地区公民館・生涯学習センターへお問い
合わせください。

“マナビー”

No.157

　　　　　場　　所
安中公民館
原市公民館
磯部公民館
東横野公民館
岩野谷公民館
安中市文化センター
板鼻公民館
秋間公民館
後閑公民館
松井田文化会館
臼井小学校体育館
坂本体育館
西横野小学校体育館
九十九地区生涯学習センター
九十九小学校体育館
細野ふるさとセンター

開　催　地　区
安中公民館
原市公民館
磯部公民館

東横野公民館

岩野谷公民館

板鼻公民館
秋間公民館
後閑公民館

松井田・新堀地区生涯学習センター
臼井地区生涯学習センター

坂本・入牧地区生涯学習センター
西横野地区生涯学習センター

九十九地区生涯学習センター

細野地区生涯学習センター

安中地域
（地域文化祭）

松井田地域
（つどい）

平
成
30
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

「
聲
の
形
」
を
観
て
思
っ
た
こ
と

安
中
市
立
第
二
中
学
校

二
年
　高
橋
　蓮

（
５
月
号
よ
り
つ
づ
き
）

　
僕
が
思
う
人
権
と
は
、
い
じ
め
を
完
全
に
無
く

す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
気
づ
い
た
り
少
な
く

し
た
り
す
る
、
人
が
持
っ
て
い
る
器
だ
と
思
う
。

器
が
小
さ
け
れ
ば
人
権
が
少
な
い
、
器
が
大
き
け

れ
ば
人
権
が
多
い
と
感
じ
て
い
る
。
人
権
と
は
、

と
て
も
深
く
、
そ
し
て
と
て
も
難
し
い
も
の
だ
と

思
う
。

　
僕
が
観
た
ア
ニ
メ
に
こ
ん
な
台
詞
が
あ
る
。

「
人
と
い
う
字
は
支
え
あ
っ
て
い
る
っ
て
言
う
け

れ
ど
、
ど
ち
ら
か
が
楽
を
し
て
い
る
と
思
う
」
と

い
う
台
詞
だ
。
人
と
い
う
字
だ
け
で
も
二
つ
の
気

持
ち
が
あ
る
。
楽
を
し
て
楽
し
ん
で
い
る
人
と
、

楽
を
し
て
い
る
人
を
支
え
て
い
る
辛
い
人
。
勝
負

に
勝
つ
人
、
負
け
る
人
。
ま
た
、
一
人
一
人
性
格

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

 

性
格
に
は
逆
ら
え
な
い
と
思
う
。
感
情
も
様
々

で
、
喜
び
や
悲
し
み
、
恨
み
や
憎
し
み
な
ど
、
感

情
が
豊
か
な
の
が
人
の
良
い
と
こ
ろ
で
あ
り
悪
い

と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
僕
は
思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

人
は
い
ろ
い
ろ
な
行
動
を
し
、
そ
の
中
の
一
つ
が

い
じ
め
だ
と
思
う
。

　
最
後
に
、
僕
は
い
じ
め
は
よ
く
な
い
と
思
う
。

そ
の
人
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
で
も
一
つ
一
つ
の
行
動
を
考
え
直

し
、
相
手
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
か
を

よ
く
考
え
て
ほ
し
い
。

　
急
に
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
だ
か
ら
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
ゼ
ロ
に
近
づ

い
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2245）

問合せ▶　生涯学習課生涯学習係（☎内線2246）

松

松

せ
い
め
ん
き

ま

さ
き
て
る
さ
と

め
ん
じ
つ

い
も
の

き
い
と

い
と
く
り
き

展示期間　7/13～9/1
〔場所〕群馬県立歴史博物館

安中市出土の埴輪も展示されま
す。ぜひご覧ください！

後閑三号墳出土
人物埴輪

　　　　 開催日
11月  2日（土）～  3日（日）
10月26日（土）～27日（日）
11月23日（土）～24日（日）
10月26日（土）～27日（日）

10月25日（金）～26日（土）

11月  2日（土）～  3日（日）
11月  2日（土）～  3日（日）
11月  9日（土）～10日（日）
令和2年2月2日（日）
11月  3日（日）
11月10日（日）
令和2年3月8日（日）

11月17日（日）

10月20日（日）

こ
え

小野式製麺機
（未来塾所蔵）
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安中市文化センターでは、「デーモン閣下&岡本知高の劇的コンサート『悪魔の森の音楽
会』」のチケットを発売しています。
ロックシンガー デーモン閣下とソプラニスタ 岡本知高、2人の規格外の歌声共演を演技仕立て
で堪能できるのはこの音楽会だけ！
●日　　時　7月21日（日）　午後5時～（開場：午後4時30分）
●会　　場　安中市文化センター　ホール
●主　　催　安中市教育委員会
●チケット　全席指定　前売券3,000円　当日券3,500円
※当公演は通常、前売4,500円（当日5,000円）ですが、今回は安中市教育委員会主催事業のた

め、特別料金で販売します。
※チケットはお一人様４枚まで。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

問合せ　☎３８１－０５８６

安中市文化センター

安中市文化センター

「デーモン閣下 & 岡本知高の劇的コンサート
『悪魔の森の音楽会』」のチケット好評発売中です

7
月
１
日
か
ら
8
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル

松井田文化会館

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

学
習
室
な
ど

GU I D E 問合せ　☎３９３－４４００

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

●日 に ち　9月14日（土）
●会　　場　安中市松井田文化会館　大ホール
●開　　場　午後3時
●開　　演　午後3時30分
●チケット　全席指定　前売券 4,500円　当日券 5,000円
※2歳以下膝上無料、ただし席を必要とする場合は有料。
※松井田文化会館窓口で好評発売中。
※電話でのお申し込みもできます。

松井田文化会館
岸谷　香　KAORI PARADISE 2019

都
市
計
画
原
案
の

　
　
　
　
　閲
覧
と
公
聴
会

　
県
は
、
都
市
計
画
道
路
3
･
6
･
10
号
南

北
中
央
幹
線
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
変
更
の

原
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
閲
覧
と
公
聴

会
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、
群
馬
県
都
市
計
画
課（
☎
０

２
７

－

2
2
6

－

3
6
5
4
）、
安
中
土
木

事
務
所（
☎
3
8
2

－

１
３
５
０
）へ
お
願
い

し
ま
す
。

原
案
の
閲
覧

閲
覧
日
時
▼
7
月
5
日（
金
）〜
19
日（
金
）、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
▼
安
中
土
木
事
務
所
、
県
庁
22
階

都
市
計
画
課
、
□本 

都
市
整
備
課

公
述
人
の
募
集
▼

7
月
19
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
、
都
市
計
画

原
案
と
の
利
害
関
係
、
意
見
の
要
旨（
４
０

０
字
以
内
）を
書
い
た
公
述
申
出
書
を
、

〒
3
7
1

－

8
5
7
0
　
群
馬
県
庁
　
都
市

計
画
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
群
馬
県
知

事
が
公
述
人
を
選
定
し
、
本
人
に
通
知
し
ま

す
。

公
聴
会

日
時
▼
8
月
1
日（
木
）午
後
3
時

会
場
▼
安
中
土
木
事
務
所
2
階
会
議
室

内
容
▼
原
案
に
つ
い
て
の
公
述
人
の
意
見
発

表（
公
述
人
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
）

「
安
中
市
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
」

（
都
市
公
園
）の
名
称
が
決
定
し
ま

し
た
！

【
あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
】

　
本
市
で
は
、
多
世
代
交
流
に
よ
る
子
育
て

支
援
機
能
を
中
核
と
し
た
施
設
お
よ
び
都
市

公
園
の
建
設
を
原
市
地
区
で
進
め
て
お
り
、

来
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

名
称
募
集

☆
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
「
子
育
て
支

援
」
「
多
世
代
交
流
」
「
憩
い
」
の
場
と
す

る
た
め
に
、
こ
の
施
設（
都
市
公
園
）の
「
名

称
」
を
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま

し
た
。

　募
集
期
間
▼
3
月
1
〜
15
日

　応
募
作
品
▼
1
0
9
点

市
民
投
票

☆
次
に
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か

ら
検
討
委
員
会
で
8
点
を
選
考
し
た
後
、
市

民
投
票
を
行
い
右
記
の
名
称
に
決
定
し
ま
し

た
。　募

集
期
間
▼
平
成
31
年
4
月
5
〜
19
日

　投
票
総
数
▼
3
6
6
票

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

問
合
せ
▼
□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
1
）

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　補
助
金
に
つ
い
て

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
金
が
増
額
さ
れ

ま
し
た

　
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
槽
か
ら

「
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換（
切
り
替
え
）」

を
行
っ
た
場
合
の
補
助
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
度
も
県
か
ら
10
万
円
の
エ

コ
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
基
数
限
定
で

す
の
で
、
合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を
検

討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
お
早
め
に
申
請
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
、

事
業
計
画
区
域
、
秋
間
み
の
り
が
丘
地
区
の

人
を
除
き
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）ま
で

補
助
金
額
▼

注
意
事
項
▼

※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
付
終
了
と
な
り
ま

す
。

※
エ
コ
補
助
金
は
県
内
で
先
着
１
１
０
０
基

ま
で
で
す
。

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ
▼
□谷 

下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
３
１
３
５
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲清水辰吉さんより新1年生に苗木が贈られました

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
252

46
298

男 
225

33
258

女    
22,319

6,631
28,950

男    
21,807

6,353
28,160

合　計 57,666人　世帯数 24,603   （令和元年5月末日現在）

自主文化事業
デーモン閣下＆岡本知高の劇的コンサート

「悪魔の森の音楽会」
7 月 21 日（日）　開演 17:00～　
入場：全席指定　前売：3,000 円　当日：3,500 円
問合せ：文化センター（☎381－0586）
安中市教育研究所夏季公開研修講座
7 月 22 日（月）　10:00～16:30　入場：関係者
問合せ：安中市教育委員会（☎393－7076）
歌とダンスの会第 12 回生バンドとカラオケの発表会
7 月 28 日（日）　10:00～18:30　入場：1,000 円
問合せ：歌とダンスの会（☎090－9961－0781（原沢））
碓氷教育会　夏季研究大会
8 月 8 日（木）　14:00～17:00　入場：関係者
問合せ：九十九小学校（☎393－1123）
市民パソコン教室
7 月 4 日（木）
8 月 1・3・10 日（木・土）　13：30～15:30
入場：無料　会場 ： 2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座（パソコン入門）
7 月 8・10・11・12 日（月・水・木・金）　13:00～16:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座（写真取り込み）
7 月 13・14 日（土・日）　9:00～16:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）

初心者パソコン講座（ワード入門）
7 月 22・24・25・26 日（月・水・木・金）　9:00～12:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座（エクセル入門）
7 月 22・24・25・26 日（月・水・木・金）　13:00～16:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
7 月 27 日（土）　14:00～15:00
入場：無料　会場 ： 図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

第 41 回少年の主張安中市大会
7 月 10 日（水）　開場 13:30　開演 14:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎393－7077）
夏休みの映画会 ドラえもんのび太の月面探査記
7 月 28 日（日）　一部 11:00～　二部 14:00～
問合せ：松井田文化会館（☎393－4400）
健康寿命 UP 教室
7 月 2 日（火）　13:30～
問合せ：　介護高齢課包括支援センター（☎内線 2156）
人権講演会
7 月 12 日（金）　開場 13:30　開演 14:00　入場：無料
問合せ：松井田公民館（☎393－4401）

松

松

　人
槽
区
分

５
人
槽

６
〜
７
人
槽

８
〜
10
人
槽

補
助
金
額

転
換
設
置
＋
エ
コ
補
助
金

３
３.
２
万
円
＋
10
万
円

４
１.
４
万
円
＋
10
万
円

５
４.
８
万
円
＋
10
万
円
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安中市文化センターでは、「デーモン閣下&岡本知高の劇的コンサート『悪魔の森の音楽
会』」のチケットを発売しています。
ロックシンガー デーモン閣下とソプラニスタ 岡本知高、2人の規格外の歌声共演を演技仕立て
で堪能できるのはこの音楽会だけ！
●日　　時　7月21日（日）　午後5時～（開場：午後4時30分）
●会　　場　安中市文化センター　ホール
●主　　催　安中市教育委員会
●チケット　全席指定　前売券3,000円　当日券3,500円
※当公演は通常、前売4,500円（当日5,000円）ですが、今回は安中市教育委員会主催事業のた

め、特別料金で販売します。
※チケットはお一人様４枚まで。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

問合せ　☎３８１－０５８６

安中市文化センター

安中市文化センター

「デーモン閣下 & 岡本知高の劇的コンサート
『悪魔の森の音楽会』」のチケット好評発売中です

7
月
１
日
か
ら
8
月
15
日
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

学
習
室
な
ど

ホ
ー
ル

松井田文化会館

大
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル

学
習
室
な
ど

GU I D E 問合せ　☎３９３－４４００

＝本庁舎 ＝松井田庁舎 ＝谷津庁舎 ＝碓氷川クリーンセンター ＝スポーツセンター本 松 谷 ク ス

●日 に ち　9月14日（土）
●会　　場　安中市松井田文化会館　大ホール
●開　　場　午後3時
●開　　演　午後3時30分
●チケット　全席指定　前売券 4,500円　当日券 5,000円
※2歳以下膝上無料、ただし席を必要とする場合は有料。
※松井田文化会館窓口で好評発売中。
※電話でのお申し込みもできます。

松井田文化会館
岸谷　香　KAORI PARADISE 2019

都
市
計
画
原
案
の

　
　
　
　
　閲
覧
と
公
聴
会

　
県
は
、
都
市
計
画
道
路
3
･
6
･
10
号
南

北
中
央
幹
線
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
変
更
の

原
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
閲
覧
と
公
聴

会
を
行
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
、
群
馬
県
都
市
計
画
課（
☎
０

２
７

－

2
2
6

－

3
6
5
4
）、
安
中
土
木

事
務
所（
☎
3
8
2

－

１
３
５
０
）へ
お
願
い

し
ま
す
。

原
案
の
閲
覧

閲
覧
日
時
▼
7
月
5
日（
金
）〜
19
日（
金
）、

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

閲
覧
場
所
▼
安
中
土
木
事
務
所
、
県
庁
22
階

都
市
計
画
課
、
□本 

都
市
整
備
課

公
述
人
の
募
集
▼

7
月
19
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
、
都
市
計
画

原
案
と
の
利
害
関
係
、
意
見
の
要
旨（
４
０

０
字
以
内
）を
書
い
た
公
述
申
出
書
を
、

〒
3
7
1

－

8
5
7
0
　
群
馬
県
庁
　
都
市

計
画
課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
群
馬
県
知

事
が
公
述
人
を
選
定
し
、
本
人
に
通
知
し
ま

す
。

公
聴
会

日
時
▼
8
月
1
日（
木
）午
後
3
時

会
場
▼
安
中
土
木
事
務
所
2
階
会
議
室

内
容
▼
原
案
に
つ
い
て
の
公
述
人
の
意
見
発

表（
公
述
人
が
い
な
い
と
き
は
、
公
聴
会
は

行
わ
れ
ま
せ
ん
）

「
安
中
市
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
」

（
都
市
公
園
）の
名
称
が
決
定
し
ま

し
た
！

【
あ
ん
な
か
ス
マ
イ
ル
パ
ー
ク
】

　
本
市
で
は
、
多
世
代
交
流
に
よ
る
子
育
て

支
援
機
能
を
中
核
と
し
た
施
設
お
よ
び
都
市

公
園
の
建
設
を
原
市
地
区
で
進
め
て
お
り
、

来
年
度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

名
称
募
集

☆
多
く
の
人
が
利
用
で
き
る
「
子
育
て
支

援
」
「
多
世
代
交
流
」
「
憩
い
」
の
場
と
す

る
た
め
に
、
こ
の
施
設（
都
市
公
園
）の
「
名

称
」
を
、
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
募
集
し
ま

し
た
。

　募
集
期
間
▼
3
月
1
〜
15
日

　応
募
作
品
▼
1
0
9
点

市
民
投
票

☆
次
に
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
の
中
か

ら
検
討
委
員
会
で
8
点
を
選
考
し
た
後
、
市

民
投
票
を
行
い
右
記
の
名
称
に
決
定
し
ま
し

た
。　募

集
期
間
▼
平
成
31
年
4
月
5
〜
19
日

　投
票
総
数
▼
3
6
6
票

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

問
合
せ
▼
□本 

子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係

（
☎
内
線
1
1
6
1
）

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　
　
　
　
　補
助
金
に
つ
い
て

合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
補
助
金
が
増
額
さ
れ

ま
し
た

　
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
槽
か
ら

「
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換（
切
り
替
え
）」

を
行
っ
た
場
合
の
補
助
金
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
今
年
度
も
県
か
ら
10
万
円
の
エ

コ
補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
基
数
限
定
で

す
の
で
、
合
併
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を
検

討
さ
れ
て
い
る
人
は
、
お
早
め
に
申
請
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
公
共
下
水
道
供
用
開
始
区
域
、

事
業
計
画
区
域
、
秋
間
み
の
り
が
丘
地
区
の

人
を
除
き
ま
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
令
和
２
年
１
月
31
日（
金
）ま
で

補
助
金
額
▼

注
意
事
項
▼

※
予
算
額
に
達
し
次
第
受
付
終
了
と
な
り
ま

す
。

※
エ
コ
補
助
金
は
県
内
で
先
着
１
１
０
０
基

ま
で
で
す
。

※
工
事
着
工
後
の
申
請
は
受
付
で
き
ま
せ

ん
。

問
合
せ
▼
□谷 

下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
３
１
３
５
）

INFORMATION市民
インフォメーション

▲清水辰吉さんより新1年生に苗木が贈られました

安中市役所　〒379-0192 安中市安中一丁目 23-13 
TEL  382-1111　FAX 381-0503　HP:  http ://www.c i ty .annaka. lg . jp　E-mai l :  kouhou@city .annaka. lg . jp

日本人住民 外国人住民人口と世帯
安 中 地 域
松井田地域

合　計

女 
252

46
298

男 
225

33
258

女    
22,319

6,631
28,950

男    
21,807

6,353
28,160

合　計 57,666人　世帯数 24,603   （令和元年5月末日現在）

自主文化事業
デーモン閣下＆岡本知高の劇的コンサート

「悪魔の森の音楽会」
7 月 21 日（日）　開演 17:00～　
入場：全席指定　前売：3,000 円　当日：3,500 円
問合せ：文化センター（☎381－0586）
安中市教育研究所夏季公開研修講座
7 月 22 日（月）　10:00～16:30　入場：関係者
問合せ：安中市教育委員会（☎393－7076）
歌とダンスの会第 12 回生バンドとカラオケの発表会
7 月 28 日（日）　10:00～18:30　入場：1,000 円
問合せ：歌とダンスの会（☎090－9961－0781（原沢））
碓氷教育会　夏季研究大会
8 月 8 日（木）　14:00～17:00　入場：関係者
問合せ：九十九小学校（☎393－1123）
市民パソコン教室
7 月 4 日（木）
8 月 1・3・10 日（木・土）　13：30～15:30
入場：無料　会場 ： 2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座（パソコン入門）
7 月 8・10・11・12 日（月・水・木・金）　13:00～16:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座（写真取り込み）
7 月 13・14 日（土・日）　9:00～16:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）

初心者パソコン講座（ワード入門）
7 月 22・24・25・26 日（月・水・木・金）　9:00～12:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
初心者パソコン講座（エクセル入門）
7 月 22・24・25・26 日（月・水・木・金）　13:00～16:00
入場：要申込　会場：2 階 パソコン室
問合せ：文化センター（☎381－0586）
絵本読み聞かせ
7 月 27 日（土）　14:00～15:00
入場：無料　会場 ： 図書館幼児コーナー
問合せ：安中市図書館（☎381－0529）

第 41 回少年の主張安中市大会
7 月 10 日（水）　開場 13:30　開演 14:00　入場：無料
問合せ：　生涯学習課（☎393－7077）
夏休みの映画会 ドラえもんのび太の月面探査記
7 月 28 日（日）　一部 11:00～　二部 14:00～
問合せ：松井田文化会館（☎393－4400）
健康寿命 UP 教室
7 月 2 日（火）　13:30～
問合せ：　介護高齢課包括支援センター（☎内線 2156）
人権講演会
7 月 12 日（金）　開場 13:30　開演 14:00　入場：無料
問合せ：松井田公民館（☎393－4401）

松

松

　人
槽
区
分

５
人
槽

６
〜
７
人
槽

８
〜
10
人
槽

補
助
金
額

転
換
設
置
＋
エ
コ
補
助
金

３
３.
２
万
円
＋
10
万
円

４
１.
４
万
円
＋
10
万
円

５
４.
８
万
円
＋
10
万
円



公
共
下
水
道
接
続
促
進

　
　
　
　補
助
金
の
お
し
ら
せ

　
本
市
で
は
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
群
馬
県
に
よ
る
流
域
関
連

公
共
下
水
道
排
水
設
備
工
事
費
へ
の
補
助
が

実
施
さ
れ
る
た
め
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

下
水
道
接
続
工
事
に
補
助
金
を
加
算
し
て
交

付
し
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
と
な
る
工
事
】

○
く
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
、
下
水
道
に

接
続
す
る
工
事（
浄
化
槽
は
使
用
廃
止
が
条

件
と
な
り
ま
す
）

【
補
助
対
象
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
公
共
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
計
画
確
認

申
請
書
の
申
請
者

○
供
用
開
始
後
、
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
人

○
市
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
の
滞
納
が
な

い
人

○
令
和
元
年
度
内
に
工
事
が
完
了
し
、
補
助

金
に
係
る
手
続
お
よ
び
検
査
が
行
わ
れ
た
も

の【
補
助
金
額
】

○
補
助
対
象
工
事
１
件
に
つ
き
５
万
円

問
合
せ
▼
□谷 

下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
３
１
３
２
）

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な

る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た

に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類（
「
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」
・
は

が
き
様
式
）は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初

め
頃（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕

生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の

末
日
）ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知

書
」
が
送
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら

た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た

め
に
、
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な
ど
）

や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り

で
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）＝
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
□本 

国

保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

３
２
２

－

４
２
９
９
）

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
市
が

３
年
を
１
期
と
し
て
定
め
る
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

な
ど
の
見
込
み
か
ら
保
険
給
付
に
要
す
る
費

用
の
総
額
を
推
計
し
、
計
画
期
間
中
に
お
い

て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
令
和
元

年
10
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
消
費
税
に
よ
る
公
費

を
投
入
し
て
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽

減
強
化
を
行
う
た
め
、
平
成
31
年
度
介
護
保

険
料
を
改
定
し
ま
す
。

　
改
定
と
な
る
の
は
、
所
得
段
階
が
第
１
段

階
か
ら
第
３
段
階
の
人
で
す
。
改
定
の
内
容

は
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
４
段
階
か
ら
第
11
段
階
の
人
の

保
険
料
は
従
前
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。
保
険

料
額
の
確
認
は
、
介
護
保
険
べ
ん
り
帳（
平

成
30
〜
平
成
32
年
度
）お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介

護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
課
税
年
金
収
入
額
と
は
、
住
民
税
の
課
税

対
象
と
な
る
年
金（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

な
ど
）の
収
入
額
で
、
非
課
税
と
な
る
年
金

（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
）は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

※
所
得
金
額
と
は
、
前
年（
平
成
30
年
）中
の
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宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た

　（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
会
な
ど
へ
助
成

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
安
中
市
原
市
地
区
第
５
区
自
治
会
で
は
、

こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
机
や
椅
子
、

保
管
庫
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。

問
合
せ
▼
□本 

行
政
課
行
政
係

（
☎
内
線
１
０
４
５
）

新
築
・
増
築
家
屋
の

　
　
　
　
　
　調
査
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
平
成
31
年
1
月
2
日
か
ら
令

和
2
年
1
月
1
日
ま
で
に
新
築
・
増
築
し
た

家
屋
を
対
象
に
、
来
年
1
月
下
旬
ま
で
家
屋

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
が
完
了
し
た
家

屋
の
調
査
日
に
つ
い
て
都
合
の
よ
い
日
時
を

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
「
家
屋
滅
失

届
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
認
印
を
持
参
の

う
え
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す（
家
屋
滅

失
届
は
□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
で
も
申

請
で
き
ま
す
）。

問
合
せ
▼
□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
１
０
７
０
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
や
、
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
納
付
猶
予

は
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）。

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
、
４
分
の
１
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
今
年
度
は
７
月
1
日

（
月
）よ
り
申
請
受
付
が
開
始
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
□本
国
保
年
金
課
ま
た
は

□松
住
民
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

収
入
か
ら
必
要
経
費（
給
与
の
場
合
に
は
給

与
所
得
控
除
額
、
年
金
の
場
合
に
は
公
的
年

金
等
控
除
額
）を
控
除
し
た
金
額
で
、
所
得

控
除（
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）

を
す
る
前
の
金
額
で
す
。

【
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
に
つ
い
て
】

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
消
費
税
に

よ
る
公
費
を
投
入
し
て
低
所
得
者
の
保
険
料

軽
減
を
行
う
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
か
ら
第
1
段
階
の
保
険
料

軽
減
が
行
わ
れ
、
今
回（
平
成
31
年
度
）は
、

消
費
税
の
増
税
分
を
財
源
と
し
た
負
担
軽
減

措
置
が
段
階
的
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
令
和

２
年
に
は
完
全
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
軽

減
内
容
の
詳
細
は
、
例
規
の
改
正
な
ど
が
整

い
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　市民課
休日窓口開設日
7月7日・21日　8月4日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

所
得
段
階

第
1
段
階

第
2
段
階

第
3
段
階

対
象
と
な
る
人

・
生
活
保
護
受
給
者

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

が
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
80
万
円
以
下
の
人

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
80
万
円
超
1
2
0
万
円
以
下
の
人

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
1
2
0
万
円
超
の
人

保
険
料（
年
額
）改
定
前

基
準
額
×
0.
4
5

3
1
，
9
0
0
円

基
準
額
×
0.
7
0

4
9
，
5
0
0
円

基
準
額
×
0.
7
5

5
3
，
1
0
0
円

保
険
料（
年
額
）改
定
後

基
準
額
×
0.
3
7
5

2
6
，
6
0
0
円

基
準
額
×
0.
6
2
5

4
4
，
3
0
0
円

基
準
額
×
0.
7
2
5

5
1
，
4
0
0
円



公
共
下
水
道
接
続
促
進

　
　
　
　補
助
金
の
お
し
ら
せ

　
本
市
で
は
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
、
群
馬
県
に
よ
る
流
域
関
連

公
共
下
水
道
排
水
設
備
工
事
費
へ
の
補
助
が

実
施
さ
れ
る
た
め
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る

下
水
道
接
続
工
事
に
補
助
金
を
加
算
し
て
交

付
し
ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
補
助
対
象
と
な
る
工
事
】

○
く
み
取
り
便
所
や
浄
化
槽
を
、
下
水
道
に

接
続
す
る
工
事（
浄
化
槽
は
使
用
廃
止
が
条

件
と
な
り
ま
す
）

【
補
助
対
象
】

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
こ
と

○
公
共
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
計
画
確
認

申
請
書
の
申
請
者

○
供
用
開
始
後
、
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
人

○
市
税
お
よ
び
受
益
者
負
担
金
の
滞
納
が
な

い
人

○
令
和
元
年
度
内
に
工
事
が
完
了
し
、
補
助

金
に
係
る
手
続
お
よ
び
検
査
が
行
わ
れ
た
も

の【
補
助
金
額
】

○
補
助
対
象
工
事
１
件
に
つ
き
５
万
円

問
合
せ
▼
□谷 

下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
３
１
３
２
）

　
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な

る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た

に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
手
続
に
必
要
な
書
類（
「
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」
・
は

が
き
様
式
）は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初

め
頃（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕

生
月
の
末
日（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の

末
日
）ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生

年
金
保
険
裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知

書
」
が
送
ら
れ
ま
す
が
、
年
金
証
書
は
あ
ら

た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま
で

の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た

め
に
、
第
１
号
被
保
険
者（
自
営
業
者
な
ど
）

や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者

は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合

に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢

基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式
は
次
の
と
お
り

で
す
。

付
加
年
金
額（
年
額
）＝
２
０
０
円
×
付
加
保

険
料
を
納
め
た
月
数

　
な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

人
や
多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用

し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
□本 

国

保
年
金
課
ま
た
は
□松 

住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
高
崎
年
金
事
務
所

（
☎
0
2
7

－

３
２
２

－

４
２
９
９
）

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
市
が

３
年
を
１
期
と
し
て
定
め
る
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

な
ど
の
見
込
み
か
ら
保
険
給
付
に
要
す
る
費

用
の
総
額
を
推
計
し
、
計
画
期
間
中
に
お
い

て
財
政
の
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
令
和
元

年
10
月
1
日
か
ら
の
消
費
税
率
10
％
へ
の
引

き
上
げ
に
合
わ
せ
て
、
消
費
税
に
よ
る
公
費

を
投
入
し
て
低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽

減
強
化
を
行
う
た
め
、
平
成
31
年
度
介
護
保

険
料
を
改
定
し
ま
す
。

　
改
定
と
な
る
の
は
、
所
得
段
階
が
第
１
段

階
か
ら
第
３
段
階
の
人
で
す
。
改
定
の
内
容

は
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
４
段
階
か
ら
第
11
段
階
の
人
の

保
険
料
は
従
前
ど
お
り
と
な
り
ま
す
。
保
険

料
額
の
確
認
は
、
介
護
保
険
べ
ん
り
帳（
平

成
30
〜
平
成
32
年
度
）お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
が
負
担
し
て
い
る
保
険
料
は
、
介

護
保
険
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
大

切
な
財
源
で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
課
税
年
金
収
入
額
と
は
、
住
民
税
の
課
税

対
象
と
な
る
年
金（
国
民
年
金
、
厚
生
年
金

な
ど
）の
収
入
額
で
、
非
課
税
と
な
る
年
金

（
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
）は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

※
所
得
金
額
と
は
、
前
年（
平
成
30
年
）中
の
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宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
備
品
を
整
備
し
ま

し
た

　（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ

の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て

い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
会
な
ど
へ
助
成

を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
安
中
市
原
市
地
区
第
５
区
自
治
会
で
は
、

こ
の
宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
机
や
椅
子
、

保
管
庫
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。

問
合
せ
▼
□本 

行
政
課
行
政
係

（
☎
内
線
１
０
４
５
）

新
築
・
増
築
家
屋
の

　
　
　
　
　
　調
査
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
平
成
31
年
1
月
2
日
か
ら
令

和
2
年
1
月
1
日
ま
で
に
新
築
・
増
築
し
た

家
屋
を
対
象
に
、
来
年
1
月
下
旬
ま
で
家
屋

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
が
完
了
し
た
家

屋
の
調
査
日
に
つ
い
て
都
合
の
よ
い
日
時
を

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
日
程
を
調
整
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

※
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
「
家
屋
滅
失

届
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
認
印
を
持
参
の

う
え
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す（
家
屋
滅

失
届
は
□松 

住
民
福
祉
課
税
務
保
険
係
で
も
申

請
で
き
ま
す
）。

問
合
せ
▼
□本 

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
内
線
１
０
７
０
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請
は
、
原
則
と
し
て

毎
年
必
要
で
す

　
国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定

の
基
準
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
や
、
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す（
納
付
猶
予

は
50
歳
未
満
の
人
が
対
象
）。

　
免
除
や
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本

人
・
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主（
納
付
猶
予
で

は
世
帯
主
は
除
か
れ
ま
す
）の
前
年
の
所
得

を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除（
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶

予
）さ
れ
ま
す
。

　
一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額

免
除
、
４
分
の
１
免
除
が
あ
り
、
所
得
に
応

じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
一
部
免
除
が
承
認
さ
れ
た
場

合
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
未
納
と

同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
今
ま
で
全

額
免
除
ま
た
は
納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
て

お
り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免

除
の
承
認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承

認
期
間
が
切
れ
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
場
合
に
は
今
年
度
は
７
月
1
日

（
月
）よ
り
申
請
受
付
が
開
始
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
□本
国
保
年
金
課
ま
た
は

□松
住
民
福
祉
課
で
申
請
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

収
入
か
ら
必
要
経
費（
給
与
の
場
合
に
は
給

与
所
得
控
除
額
、
年
金
の
場
合
に
は
公
的
年

金
等
控
除
額
）を
控
除
し
た
金
額
で
、
所
得

控
除（
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な
ど
）

を
す
る
前
の
金
額
で
す
。

【
低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
に
つ
い
て
】

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
消
費
税
に

よ
る
公
費
を
投
入
し
て
低
所
得
者
の
保
険
料

軽
減
を
行
う
仕
組
み
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
度
か
ら
第
1
段
階
の
保
険
料

軽
減
が
行
わ
れ
、
今
回（
平
成
31
年
度
）は
、

消
費
税
の
増
税
分
を
財
源
と
し
た
負
担
軽
減

措
置
が
段
階
的
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
令
和

２
年
に
は
完
全
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。
軽

減
内
容
の
詳
細
は
、
例
規
の
改
正
な
ど
が
整

い
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　市民課
休日窓口開設日
7月7日・21日　8月4日
午前８時30 分～正午

業務内容
○住民票の写しの交付
○戸籍謄本・抄本の発行
○印鑑証明書の発行
○その他市民課取扱各種証明書の
　発行

本

所
得
段
階

第
1
段
階

第
2
段
階

第
3
段
階

対
象
と
な
る
人

・
生
活
保
護
受
給
者

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

が
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
80
万
円
以
下
の
人

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
80
万
円
超
1
2
0
万
円
以
下
の
人

・
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
本
人

の
課
税
年
金
収
入
額
と
合
計
所
得
金
額
の

合
計
が
1
2
0
万
円
超
の
人

保
険
料（
年
額
）改
定
前

基
準
額
×
0.
4
5

3
1
，
9
0
0
円

基
準
額
×
0.
7
0

4
9
，
5
0
0
円

基
準
額
×
0.
7
5

5
3
，
1
0
0
円

保
険
料（
年
額
）改
定
後

基
準
額
×
0.
3
7
5

2
6
，
6
0
0
円

基
準
額
×
0.
6
2
5

4
4
，
3
0
0
円

基
準
額
×
0.
7
2
5

5
1
，
4
0
0
円



令
和
元
年
　

　
　
　
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

運
動
期
間
▼
７
月
11
日（
木
）〜
７
月
20
日

（
土
）

平
成
30
年
度
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
中
学
生
最
優
秀
賞

安
中
市
立
第
二
中
学
校
2
年
　
中
澤
　
知
香

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

そ
の
車
間
　
心
の
せ
ま
さ
が
　
見
え
て
ま
す

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

大
丈
夫
！
　
思
っ
て
ま
た
見
る
　
右
左

運
動
の
目
的
▼

　
県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
「
優
し
さ
」
と
「
思

い
や
り
」
の
あ
る
運
転
や
行
動
を
促
進
し
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

運
動
の
重
点
▼

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
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子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
群
馬

県
独
自
の
短
期
預
か
り
里
親
登
録
制
度
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
御

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼
７
月
25
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
□本 
市
民
課
前
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人（
安
中
市
以
外
に
お
住

ま
い
の
人
も
含
み
ま
す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

市
町
村
振
興
宝
く
じ
が

　
　
　
　
　
　
発
売
さ
れ
ま
す

　
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
、
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
」
が
７
月
２
日（
火
）か
ら
２
種
類
同
時

発
売
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

１
　
等
　
５
億
円
×
20
本

前
後
賞
　
各
１
億
円
×
40
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
０
０
億
円
・

20
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

発
売
期
間
▼
７
月
２
日（
火
）〜
８
月
２
日

（
金
）ま
で

抽
せ
ん
日
▼
８
月
14
日（
水
）

県
営
住
宅
７
月

　
　
　
　
　
定
期
募
集
の
ご
案
内

入
居
可
能
日
▼
10
月
１
日（
火
）

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
４
月
１
日（
月
）か
ら
単
身
で
の
申
込
み
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.gunm
a-

jkk.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
７
月
１
日（
月
）〜
18
日（
木
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁
県
民
生

活
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の

み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
）

そ
の
他
▼

　
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７

－

２
２
３

－

５
８
１
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

２
２
３

－

９
８
０
８

市
民
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル

「
夏
休
み
親
子
で
作
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
お
子
さ
ん
は
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
、
保
護
者
は
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
作
り
を
し
ま
す
。
夏

休
み
の
一
日
を
親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
に

は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
８
月
３
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
２

時（
受
付
午
前
９
時
45
分
か
ら
）

場
所
▼
学
習
の
森
　
つ
ど
い
の
間（
安
中
市

上
間
仁
田
９
５
１
）

　地域おこし協力隊の後藤です。
　5月18日、19日の全国自動二輪交友会の開催に伴い、2日
間に渡って峠の湯と鉄道文化むらにて企画を進めておりま
したバイクイベント、「DUCATI in 碓氷峠 2019」は、トラ
ブルなく無事に大成功を収めることができました。
　たくさんの繋がりを経て、企画段階から何度も打ち合わ
せを行いました。
　そして、当日の運営まで行わせていただき、些細なこと
かもしれませんが私自身の成長にも大きく繋がったと思い
ます。
　チャンスを与え、陰から支えてくれた皆様、本当にあり
がとうございました。
　「鉄道×自動二輪」という今までにない発想で、一日限
りではございましたが賑やかな横川の町を取り戻すことが
できたのではないかと思います。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民
募
集
人
数
▼
親
子
15
組（
先
着
順
）

（
兄
弟
が
い
る
場
合
は
、
申
込
時
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
）

参
加
費
▼
一
人
あ
た
り
５
０
０
円（
教
材
費
）

※
親
一
人
、
子
一
人
な
ら
１
，
０
０
０
円

（
親
の
み
、
子
の
み
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
）

※
昼
食
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
の
で
、
不

要
で
す
。

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
必
要
に
応
じ
て
着
替

え
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど

　
カ
ブ
ト
ム
シ
が
ほ
し
い
人
は
虫
か
ご
も
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
園
児
・
児
童

（
※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

募
集
期
間
▼
７
月
２
日（
火
）〜
７
月
18
日

（
木
）

主
催
▼
安
中
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
ナ
ー
友
の

会申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

　
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

◎
Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
技
能
者
評
価
試
験
準
備
講
習

半
自
動
溶
接（
Ｓ
Ａ

－

２
Ｆ
等
）

実
施
日
程
▼
９
月
３
日（
火
）、
５
日（
木
）、

10
日（
火
）、
12
日（
木
）の
４
日
間

時
間
▼
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
15
分

会
場
▼
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

内
容
▼
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
技
能
者
評
価
試
験
半

自
動
溶
接（
Ｓ
Ａ

－

２
Ｆ
等
）」
の
合
格
に
向

け
た
講
義
お
よ
び
実
技
講
習
で
す
。

対
象
者
な
ど
▼
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
修
了

者
に
限
り
ま
す
。

受
講
料
▼
９
，
６
０
０
円

持
参
品
▼
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト
、
材
料
、

作
業
服
、
溶
接
用
保
護
具
、
工
具
一
式
、
受

験
に
使
用
予
定
の
溶
接
ワ
イ
ヤ
ー

定
員
▼
５
人（
先
着
順
）

応
募
締
切
▼
８
月
13
日（
火
）

◎
エ
ア
ス
プ
レ
ー
塗
装
と
調
色
の
基
礎

実
施
日
程
▼
９
月
３
日（
火
）〜
６
日（
金
）の

４
日
間

時
間
▼
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
15
分

会
場
▼
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

内
容
▼
ス
プ
レ
ー
塗
装
の
段
取
り
か
ら
基
本

操
作
ま
で
と
、
調
色
の
基
礎
を
習
得
す
る
講

習
で
す
。

対
象
者
な
ど
▼
ス
プ
レ
ー
塗
装
の
基
礎
を
習

得
し
た
い
人

受
講
料
▼
９
，
６
０
０
円

持
参
品
▼
筆
記
用
具
、
作
業
服
、
帽
子

定
員
▼
５
人（
先
着
順
）

応
募
締
切
▼
８
月
13
日（
火
）

◎
三
級
自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
整
備

士
学
科
試
験 

解
答
と
解
説

実
施
日
程
▼
９
月
４
日（
水
）、
11
日（
水
）、

18
日（
水
）、
25
日（
水
）の
４
日
間

時
間
▼
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
15
分

会
場
▼
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

内
容
▼
過
去
問
題
の
丁
寧
な
解
説
に
よ
り
、

問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か

り
や
す
く
習
得
す
る
講
習
で
す

対
象
者
な
ど
▼
三
級
自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
・
エ

ン
ジ
ン
整
備
士
学
科
試
験
の
合
格
を
目
指
し

て
い
る
人

受
講
料
▼
９
，
６
０
０
円

持
参
品
▼
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト

定
員
▼
10
人
（
先
着
順
）

応
募
締
切
▼
８
月
14
日（
水
）

そ
の
他
▼
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.takatech.ac.jp

）で
確
認
す

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
0
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

３
４
７

－

１
２
１
０

Ｅ
メ
ー
ル takagisen@

pref.gunm
a.lg.jp



令
和
元
年
　

　
　
　
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

運
動
期
間
▼
７
月
11
日（
木
）〜
７
月
20
日

（
土
）

平
成
30
年
度
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
中
学
生
最
優
秀
賞

安
中
市
立
第
二
中
学
校
2
年
　
中
澤
　
知
香

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

そ
の
車
間
　
心
の
せ
ま
さ
が
　
見
え
て
ま
す

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン

大
丈
夫
！
　
思
っ
て
ま
た
見
る
　
右
左

運
動
の
目
的
▼

　
県
民
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
思
想
の
普

及
・
浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
「
優
し
さ
」
と
「
思

い
や
り
」
の
あ
る
運
転
や
行
動
を
促
進
し
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

運
動
の
重
点
▼

○
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
自
転
車
と
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

○
飲
酒
運
転
の
根
絶
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子
ど
も
の
里
親
に

　
　
　
　
　
な
り
ま
せ
ん
か

　
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
家
庭
で

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
誠
意

を
も
っ
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
、
群
馬

県
独
自
の
短
期
預
か
り
里
親
登
録
制
度
も
始

ま
り
ま
し
た
。

　
西
部
児
童
相
談
所（
高
崎
市
高
松
町
６
）

は
、
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
が
相
談
や
里
親

と
交
流
で
き
る
サ
ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
御

希
望
に
よ
り
、
里
親
制
度
の
説
明
も
行
い
ま

す
。

日
時
▼
７
月
25
日（
木
）午
前
10
時
〜
正
午

会
場
▼
□本 

市
民
課
前
ロ
ビ
ー

対
象
▼
里
親
に
関
心
の
あ
る
人
や
養
子
縁
組

を
検
討
し
て
い
る
人（
安
中
市
以
外
に
お
住

ま
い
の
人
も
含
み
ま
す
）

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
直
接
会
場
へ

問
合
せ
▼
群
馬
県
西
部
児
童
相
談
所

（
☎
０
２
７

－

３
２
２

－

２
４
９
８
）

市
町
村
振
興
宝
く
じ
が

　
　
　
　
　
　
発
売
さ
れ
ま
す

　
全
国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
、
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
」
が
７
月
２
日（
火
）か
ら
２
種
類
同
時

発
売
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
、
１

等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円
！

１
　
等
　
５
億
円
×
20
本

前
後
賞
　
各
１
億
円
×
40
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総
額
６
０
０
億
円
・

20
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合

発
売
期
間
▼
７
月
２
日（
火
）〜
８
月
２
日

（
金
）ま
で

抽
せ
ん
日
▼
８
月
14
日（
水
）

県
営
住
宅
７
月

　
　
　
　
　
定
期
募
集
の
ご
案
内

入
居
可
能
日
▼
10
月
１
日（
火
）

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃
▼

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格
▼
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
４
月
１
日（
月
）か
ら
単
身
で
の
申
込
み
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県
住
宅
供
給

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.gunm
a-

jkk.or.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
▼
７
月
１
日（
月
）〜
18
日（
木
）

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
▼
県
住
宅

供
給
公
社（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁
県
民
生

活
セ
ン
タ
ー
、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場（
土
・
日
は
県
住
宅
供
給
公
社
の

み
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
な
お
祝
日
は
営
業

し
て
い
ま
せ
ん
）

そ
の
他
▼

　
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す
。

※
市
内
の
住
宅（
原
市
第
一
・
第
二
団
地
、

下
磯
部
団
地
、
二
軒
在
家
団
地
）に
つ
い
て

は
、
随
時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
住
宅
供
給
公
社

（
☎
０
２
７

－

２
２
３

－

５
８
１
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

２
２
３

－

９
８
０
８

市
民
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル

「
夏
休
み
親
子
で
作
ろ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
お
子
さ
ん
は
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
作
り
、
保
護
者
は
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
作
り
を
し
ま
す
。
夏

休
み
の
一
日
を
親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
に

は
カ
ブ
ト
ム
シ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
し
て

い
ま
す
。
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
８
月
３
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
２

時（
受
付
午
前
９
時
45
分
か
ら
）

場
所
▼
学
習
の
森
　
つ
ど
い
の
間（
安
中
市

上
間
仁
田
９
５
１
）

　地域おこし協力隊の後藤です。
　5月18日、19日の全国自動二輪交友会の開催に伴い、2日
間に渡って峠の湯と鉄道文化むらにて企画を進めておりま
したバイクイベント、「DUCATI in 碓氷峠 2019」は、トラ
ブルなく無事に大成功を収めることができました。
　たくさんの繋がりを経て、企画段階から何度も打ち合わ
せを行いました。
　そして、当日の運営まで行わせていただき、些細なこと
かもしれませんが私自身の成長にも大きく繋がったと思い
ます。
　チャンスを与え、陰から支えてくれた皆様、本当にあり
がとうございました。
　「鉄道×自動二輪」という今までにない発想で、一日限
りではございましたが賑やかな横川の町を取り戻すことが
できたのではないかと思います。
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INFORMATION市民 INFORMATION市民
募
集
人
数
▼
親
子
15
組（
先
着
順
）

（
兄
弟
が
い
る
場
合
は
、
申
込
時
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
）

参
加
費
▼
一
人
あ
た
り
５
０
０
円（
教
材
費
）

※
親
一
人
、
子
一
人
な
ら
１
，
０
０
０
円

（
親
の
み
、
子
の
み
で
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
）

※
昼
食
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
の
で
、
不

要
で
す
。

持
ち
物
▼
飲
み
物
、
必
要
に
応
じ
て
着
替

え
、
帽
子
、
タ
オ
ル
な
ど

　
カ
ブ
ト
ム
シ
が
ほ
し
い
人
は
虫
か
ご
も
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
園
児
・
児
童

（
※
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
）

募
集
期
間
▼
７
月
２
日（
火
）〜
７
月
18
日

（
木
）

主
催
▼
安
中
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
ナ
ー
友
の

会申
込
み
・
問
合
せ
▼

□松 

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
内
線
２
２
４
２
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の

　
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

◎
Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
技
能
者
評
価
試
験
準
備
講
習

半
自
動
溶
接（
Ｓ
Ａ

－

２
Ｆ
等
）

実
施
日
程
▼
９
月
３
日（
火
）、
５
日（
木
）、

10
日（
火
）、
12
日（
木
）の
４
日
間

時
間
▼
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
15
分

会
場
▼
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

内
容
▼
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
技
能
者
評
価
試
験
半

自
動
溶
接（
Ｓ
Ａ

－

２
Ｆ
等
）」
の
合
格
に
向

け
た
講
義
お
よ
び
実
技
講
習
で
す
。

対
象
者
な
ど
▼
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
修
了

者
に
限
り
ま
す
。

受
講
料
▼
９
，
６
０
０
円

持
参
品
▼
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト
、
材
料
、

作
業
服
、
溶
接
用
保
護
具
、
工
具
一
式
、
受

験
に
使
用
予
定
の
溶
接
ワ
イ
ヤ
ー

定
員
▼
５
人（
先
着
順
）

応
募
締
切
▼
８
月
13
日（
火
）

◎
エ
ア
ス
プ
レ
ー
塗
装
と
調
色
の
基
礎

実
施
日
程
▼
９
月
３
日（
火
）〜
６
日（
金
）の

４
日
間

時
間
▼
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
15
分

会
場
▼
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

内
容
▼
ス
プ
レ
ー
塗
装
の
段
取
り
か
ら
基
本

操
作
ま
で
と
、
調
色
の
基
礎
を
習
得
す
る
講

習
で
す
。

対
象
者
な
ど
▼
ス
プ
レ
ー
塗
装
の
基
礎
を
習

得
し
た
い
人

受
講
料
▼
９
，
６
０
０
円

持
参
品
▼
筆
記
用
具
、
作
業
服
、
帽
子

定
員
▼
５
人（
先
着
順
）

応
募
締
切
▼
８
月
13
日（
火
）

◎
三
級
自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
整
備

士
学
科
試
験 

解
答
と
解
説

実
施
日
程
▼
９
月
４
日（
水
）、
11
日（
水
）、

18
日（
水
）、
25
日（
水
）の
４
日
間

時
間
▼
午
後
５
時
〜
午
後
８
時
15
分

会
場
▼
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
０
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

内
容
▼
過
去
問
題
の
丁
寧
な
解
説
に
よ
り
、

問
題
を
理
解
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か

り
や
す
く
習
得
す
る
講
習
で
す

対
象
者
な
ど
▼
三
級
自
動
車
ガ
ソ
リ
ン
・
エ

ン
ジ
ン
整
備
士
学
科
試
験
の
合
格
を
目
指
し

て
い
る
人

受
講
料
▼
９
，
６
０
０
円

持
参
品
▼
筆
記
用
具
、
テ
キ
ス
ト

定
員
▼
10
人
（
先
着
順
）

応
募
締
切
▼
８
月
14
日（
水
）

そ
の
他
▼
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.takatech.ac.jp

）で
確
認
す

る
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校

（
☎
0
２
７

－

３
２
０

－

２
２
２
１
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７

－

３
４
７

－

１
２
１
０

Ｅ
メ
ー
ル takagisen@

pref.gunm
a.lg.jp
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【
暑
さ
を
避
け
る
】

○
室
内
で
は

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

＊
日
中
だ
け
で
な
く
、
熱
帯
夜
の
よ
う
に
気

温
が
高
い
夜
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を
利

用
＊
日
中
に
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で
、
路
面
温

度
が
10
℃
程
度
低
下
し
ま
す
。

　
特
に
早
朝
や
夕
暮
れ
時
に
打
ち
水
す
る
と

そ
の
効
果
が
持
続
し
ま
す
。

○
外
出
時
に
は

・
日
陰
の
利
用
と
、
こ
ま
め
な
休
憩

・
日
傘
や
通
気
性
の
良
い
帽
子
の
着
用
　

・
炎
天
下
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え
る

＊
直
射
日
光
だ
け
で
な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

か
ら
の
照
り
返
し
が
地
面
近
く
の
気
温
を

上
昇
さ
せ
ま
す
。

　
例
え
ば
気
温
が
32
℃
の
と
き
、
地
面
か
ら

50
㎝
の
高
さ
で
は
35
℃
、
5
㎝
の
高
さ
で

は
36
℃
以
上
に
な
り
ま
す
。

○
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
す
る
　

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

か
ら
だ
を
冷
や
す

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
】

・
室
内
で
も
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
乾
き
を

感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

な
ど
を
補
給
す
る

＊
入
浴
前
後
や
、
就
寝
前
に
も
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

＊
の
ど
が
渇
い
た
と
き
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
で
の
水
分
補
給
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の
量
を
増
や
し
、
体
内

の
水
分
を
、
排
泄
し
て
し
ま
う
た
め
、
吸

収
し
た
水
分
が
尿
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

◇
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置

１
．
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
　

２
．
衣
服
を
緩
め
、
か
ら
だ
を
冷
や
す（
特

に
首
の
周
り
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

け
根
な
ど
を
冷
や
す
）

３
．
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
　

※
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場

合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

◇
ご
注
意
　
　

○
暑
さ
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す

　
そ
の
日
の
体
調
や
、
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ

な
ど
が
、
影
響
し
ま
す
。
体
調
の
変
化
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分

不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
お

り
、
暑
さ
に
対
す
る
か
ら
だ
の
調
節
機
能

も
低
下
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

＊
「
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
し
な
い
」
「
ト
イ
レ

が
近
い
の
で
水
分
を
控
え
て
し
ま
う
」
と

い
う
の
は
危
険
で
す
。

・
子
ど
も
は
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
気
を
配
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

＊
く
ち
び
る
の
乾
燥
、
尿
の
減
少
は
脱
水
症

の
サ
イ
ン
。
外
出
時
は
飲
み
物
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

・
駐
車
中
の
車
に
子
ど
も
を
残
す
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。
炎
天
下
で
な
く
て
も
、
閉

め
切
っ
た
車
内
で
冷
房
を
切
る
と
、
車
内

の
温
度
は
一
気
に
上
昇
し
、
わ
ず
か
な
時

間
で
も
熱
中
症
の
危
険
が
高
く
な
り
ま

す
。
絶
対
に
、
乳
幼
児
や
子
ど
も
を
車
内

に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ
　

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
生
後
４
カ
月
か
ら
１

歳
以
下
の
乳
児
を
持
つ
保
護
者（
８
月
９

日
、
８
月
23
日
は
託
児
あ
り
）

定
員
▼
先
着
25
人
　
　

申
込
期
限
▼
８
月
２
日（
金
）ま
で

※
調
理
実
習
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん

に
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
は
お
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
初
日
は
抱
っ
こ
ひ
も
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ

ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
託
児
は
セ
ミ
ナ
ー
会
場
と
別
室
と
な
り
ま

す
。
８
月
９
日（
金
）は
中
学
生
も
参
加
し
ま

す
。

申
込
み
･
問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
保
健
指
導
係

（
☎
内
線
１
１
７
５
）

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
お
よ
び
二
種
混
合
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
小
学
校
就
学
前（
年
長
児
）

の
１
年
間（
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

接
種
回
数
▼
１
回

接
種
期
限
▼
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

予
診
票
の
配
布
▼
出
生
届
出
時
ま
た
は
転
入

時
に
□本 

健
康
づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
の
接
種
は
任
意

接
種（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

二
種
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
11
歳
以
上
13
歳
未
満

接
種
回
数
▼
１
回

予
診
票
の
配
布
▼
今
年
の
４
月
か
ら
小
学
６

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
へ
、
４
月
に
予

診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

※
13
歳
の
誕
生
日
以
降
の
接
種
は
任
意
接
種

（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

接
種
に
必
要
な
物
▼

予
診
票
・
母
子
手
帳
・
保
険
証

※
対
象
者
で
予
診
票
の
な
い
人
は
、
□本 

健
康

づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布

し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
う

え
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

　
　
　
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
の
な

い
若
年
層
を
対
象
に
次
の
と
お
り
フ
レ
ッ

シ
ュ
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
募
集
期
間
内
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
妊
娠
中
の
人
や
勤
務

先
な
ど
ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る

人
は
、
そ
ち
ら
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

40
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
健
診
と
同
じ
会
場

と
な
り
ま
す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
昭
和
55
年
４
月
１

日
〜
平
成
13
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

健
診
内
容
▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
医
師
の
診
察
・
血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

実
施
日
時
・
場
所
▼

※
番
号
札
は
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

費
用
▼
１
，
０
２
０
円（
お
つ
り
の
な
い
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
先
着
１
０
０
人

※
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
申
込
方
法
▼

７
月
８
日（
月
）〜
９
月
30
日（
月
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
□本 

健
康
づ
く

り
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

 

気
温
が
ぐ
ん
と
上
が
り
、
蒸
し
暑
さ
が
続

く
季
節
は
「
熱
中
症
」
に
ご
用
心
。
熱
中
症

の
発
症
は
７
月
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま

す
。

◇
熱
中
症
と
は

 

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節

機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上

昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど
い
と
き

に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。

　
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、
室
温
や

湿
度
が
高
い
た
め
に
、
体
か
ら
熱
が
逃
げ
に

く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
熱
中
症
の
予
防
法

　
熱
中
症
の
予
防
は
「
暑
さ
を
避
け
る
」
と

「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」
が
大
切
で
す
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　早いもので１年の半ばが過ぎてしまいまし
た。７月です。楽しみにしている夏休みが近
づいてきますね。そこで、今月の手話で伝え
ようは【夏】と【休み】です。

解説　うちわで扇ぐ様子

解説　手のひらを下にむけて、両側から近づけて
親指側をくっつける。

※【夏】という単語と【休み】という単語を続け
て表すと【夏休み】という単語になります。

手話で伝えよう   Vol.7

（安中小学校長　山中　俊美）

【休み】

【夏】

健 

康 

通 

信

　　
７
月
は
大
腸
が
ん
集
団
検
診
の
容
器

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
『
検
診
の

し
お
り
』
を
ご
覧
に
な
り
、
日
程
や
会

場
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
受
け
取
り
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
□本
健
康
づ
く
り
課

ま
た
は
□松
住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
も
７

月
22
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
）。
大
腸
が
ん
検

診
容
器
配
布
時
と
各
種
検
診
受
診
時
は

「
受
診
シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
受
診
シ
ー
ル
」
は
、
検
診
対
象
者
全

員
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
５
月
下
旬

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
検
診
の
各
種
検
診
が
６
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
集
団
検
診
ま
た

は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
□本
健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日

　時

会

　場

内

　容

８
月
９
日（
金
）

午
前
10
時
〜

正
午

８
月
20
日（
火
）

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

８
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

８
月
26
日（
月
）

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

松井田保健センター

離
乳
食
の
進
め
方

（
調
理
実
習
）

親
子
ヨ
ガ

小
児
科
医
師
の

講
話

ベ
ビ
ー

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

日

　程

会

　場

受
付
時
間

８
月
26
日（
月
）

9
月
4
日（
水
）

10
月
1
日（
火
）

10
月
4
日（
金
）

８
月
19
日（
月
）

９
月
1
日（
日
）

９
月
5
日（
木
）

午前８時３０分～

午前１１時

午前８時３０分～

午前１１時

　安中市

保健センター

　松井田

保健センター

本松

松
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【
暑
さ
を
避
け
る
】

○
室
内
で
は

・
室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

＊
日
中
だ
け
で
な
く
、
熱
帯
夜
の
よ
う
に
気

温
が
高
い
夜
も
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水
を
利

用
＊
日
中
に
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で
、
路
面
温

度
が
10
℃
程
度
低
下
し
ま
す
。

　
特
に
早
朝
や
夕
暮
れ
時
に
打
ち
水
す
る
と

そ
の
効
果
が
持
続
し
ま
す
。

○
外
出
時
に
は

・
日
陰
の
利
用
と
、
こ
ま
め
な
休
憩

・
日
傘
や
通
気
性
の
良
い
帽
子
の
着
用
　

・
炎
天
下
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え
る

＊
直
射
日
光
だ
け
で
な
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

か
ら
の
照
り
返
し
が
地
面
近
く
の
気
温
を

上
昇
さ
せ
ま
す
。

　
例
え
ば
気
温
が
32
℃
の
と
き
、
地
面
か
ら

50
㎝
の
高
さ
で
は
35
℃
、
5
㎝
の
高
さ
で

は
36
℃
以
上
に
な
り
ま
す
。

○
か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た
め
に

・
通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿
・
速
乾
性
の
あ
る

衣
服
を
着
用
す
る
　

・
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
、

か
ら
だ
を
冷
や
す

【
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る
】

・
室
内
で
も
外
出
時
で
も
、
の
ど
の
乾
き
を

感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分

な
ど
を
補
給
す
る

＊
入
浴
前
後
や
、
就
寝
前
に
も
水
分
補
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

＊
の
ど
が
渇
い
た
と
き
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
飲

料
で
の
水
分
補
給
は
、
や
め
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
は
尿
の
量
を
増
や
し
、
体
内

の
水
分
を
、
排
泄
し
て
し
ま
う
た
め
、
吸

収
し
た
水
分
が
尿
で
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。

◇
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
の
処
置

１
．
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
　

２
．
衣
服
を
緩
め
、
か
ら
だ
を
冷
や
す（
特

に
首
の
周
り
、
脇
の
下
、
太
も
も
の
付

け
根
な
ど
を
冷
や
す
）

３
．
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
　

※
自
力
で
水
が
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場

合
は
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う

◇
ご
注
意
　
　

○
暑
さ
の
感
じ
方
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す

　
そ
の
日
の
体
調
や
、
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ

な
ど
が
、
影
響
し
ま
す
。
体
調
の
変
化
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
高
齢
者
や
子
ど
も
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
・
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分

不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
お

り
、
暑
さ
に
対
す
る
か
ら
だ
の
調
節
機
能

も
低
下
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で

す
。

＊
「
ク
ー
ラ
ー
を
使
用
し
な
い
」
「
ト
イ
レ

が
近
い
の
で
水
分
を
控
え
て
し
ま
う
」
と

い
う
の
は
危
険
で
す
。

・
子
ど
も
は
体
温
の
調
節
能
力
が
ま
だ
十
分

に
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
気
を
配
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

＊
く
ち
び
る
の
乾
燥
、
尿
の
減
少
は
脱
水
症

の
サ
イ
ン
。
外
出
時
は
飲
み
物
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

・
駐
車
中
の
車
に
子
ど
も
を
残
す
こ
と
は
大

変
危
険
で
す
。
炎
天
下
で
な
く
て
も
、
閉

め
切
っ
た
車
内
で
冷
房
を
切
る
と
、
車
内

の
温
度
は
一
気
に
上
昇
し
、
わ
ず
か
な
時

間
で
も
熱
中
症
の
危
険
が
高
く
な
り
ま

す
。
絶
対
に
、
乳
幼
児
や
子
ど
も
を
車
内

に
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ
　

対
象
者
▼
市
内
在
住
の
生
後
４
カ
月
か
ら
１

歳
以
下
の
乳
児
を
持
つ
保
護
者（
８
月
９

日
、
８
月
23
日
は
託
児
あ
り
）

定
員
▼
先
着
25
人
　
　

申
込
期
限
▼
８
月
２
日（
金
）ま
で

※
調
理
実
習
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん

に
食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
場
合
は
お
申
し

込
み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
初
日
は
抱
っ
こ
ひ
も
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲

み
物
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ

ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
託
児
は
セ
ミ
ナ
ー
会
場
と
別
室
と
な
り
ま

す
。
８
月
９
日（
金
）は
中
学
生
も
参
加
し
ま

す
。

申
込
み
･
問
合
せ
▼

□本 

健
康
づ
く
り
課
保
健
指
導
係

（
☎
内
線
１
１
７
５
）

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防

接
種
お
よ
び
二
種
混
合
予
防
接
種

の
お
知
ら
せ

第
２
期
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
小
学
校
就
学
前（
年
長
児
）

の
１
年
間（
平
成
25
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

26
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

接
種
回
数
▼
１
回

接
種
期
限
▼
令
和
２
年
３
月
31
日
ま
で

予
診
票
の
配
布
▼
出
生
届
出
時
ま
た
は
転
入

時
に
□本 

健
康
づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降
の
接
種
は
任
意

接
種（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

二
種
混
合
予
防
接
種

接
種
対
象
年
齢
▼
11
歳
以
上
13
歳
未
満

接
種
回
数
▼
１
回

予
診
票
の
配
布
▼
今
年
の
４
月
か
ら
小
学
６

年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
へ
、
４
月
に
予

診
票
を
郵
送
し
ま
し
た
。

※
13
歳
の
誕
生
日
以
降
の
接
種
は
任
意
接
種

（
有
料
）と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

接
種
に
必
要
な
物
▼

予
診
票
・
母
子
手
帳
・
保
険
証

※
対
象
者
で
予
診
票
の
な
い
人
は
、
□本 

健
康

づ
く
り
課
・
□松 

住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
配
布

し
ま
す
の
で
、
母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
う

え
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

「
フ
レ
ッ
シ
ュ
健
診
」
の

　
　
　
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
の
な

い
若
年
層
を
対
象
に
次
の
と
お
り
フ
レ
ッ

シ
ュ
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
募
集
期
間
内
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
妊
娠
中
の
人
や
勤
務

先
な
ど
ほ
か
で
健
診
を
受
け
る
機
会
の
あ
る

人
は
、
そ
ち
ら
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

40
歳
以
上
を
対
象
に
し
た
健
診
と
同
じ
会
場

と
な
り
ま
す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼
市
内
在
住
で
、
昭
和
55
年
４
月
１

日
〜
平
成
13
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
人

健
診
内
容
▼
身
体
計
測
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
医
師
の
診
察
・
血
液
検
査（
血
糖
・
脂

質
・
肝
機
能
・
貧
血
）

実
施
日
時
・
場
所
▼

※
番
号
札
は
８
時
か
ら
配
布
し
ま
す
。

費
用
▼
１
，
０
２
０
円（
お
つ
り
の
な
い
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
先
着
１
０
０
人

※
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
、
定
員
に
達
し

た
時
点
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
・
申
込
方
法
▼

７
月
８
日（
月
）〜
９
月
30
日（
月
）午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
□本 

健
康
づ
く

り
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い（
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）。

問
合
せ
▼
□本 

健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

 

気
温
が
ぐ
ん
と
上
が
り
、
蒸
し
暑
さ
が
続

く
季
節
は
「
熱
中
症
」
に
ご
用
心
。
熱
中
症

の
発
症
は
７
月
８
月
が
ピ
ー
ク
に
な
り
ま

す
。

◇
熱
中
症
と
は

 

室
温
や
気
温
が
高
い
中
で
、
体
内
の
水
分

や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
の
調
節

機
能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
体
温
上

昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ
ど
い
と
き

に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識
の
異
常
な
ど
が
起

こ
り
ま
す
。

　
家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、
室
温
や

湿
度
が
高
い
た
め
に
、
体
か
ら
熱
が
逃
げ
に

く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◇
熱
中
症
の
予
防
法

　
熱
中
症
の
予
防
は
「
暑
さ
を
避
け
る
」
と

「
こ
ま
め
な
水
分
補
給
」
が
大
切
で
す
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　早いもので１年の半ばが過ぎてしまいまし
た。７月です。楽しみにしている夏休みが近
づいてきますね。そこで、今月の手話で伝え
ようは【夏】と【休み】です。

解説　うちわで扇ぐ様子

解説　手のひらを下にむけて、両側から近づけて
親指側をくっつける。

※【夏】という単語と【休み】という単語を続け
て表すと【夏休み】という単語になります。

手話で伝えよう   Vol.7

（安中小学校長　山中　俊美）

【休み】

【夏】

健 

康 

通 

信

　　
７
月
は
大
腸
が
ん
集
団
検
診
の
容
器

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
『
検
診
の

し
お
り
』
を
ご
覧
に
な
り
、
日
程
や
会

場
な
ど
を
ご
確
認
の
う
え
受
け
取
り
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
□本
健
康
づ
く
り
課

ま
た
は
□松
住
民
福
祉
課
の
窓
口
で
も
７

月
22
日（
月
）か
ら
配
布
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い（
平
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
5
時
15
分
）。
大
腸
が
ん
検

診
容
器
配
布
時
と
各
種
検
診
受
診
時
は

「
受
診
シ
ー
ル
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

「
受
診
シ
ー
ル
」
は
、
検
診
対
象
者
全

員
に
オ
レ
ン
ジ
色
の
封
筒
で
５
月
下
旬

に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

　
個
別
検
診
の
各
種
検
診
が
６
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
集
団
検
診
ま
た

は
個
別
検
診
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
□本
健
康
づ
く
り
課
予
防
係

（
☎
内
線
１
１
７
２
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日

　時

会

　場

内

　容

８
月
９
日（
金
）

午
前
10
時
〜

正
午

８
月
20
日（
火
）

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

８
月
23
日（
金
）

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

８
月
26
日（
月
）

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

松井田保健センター

離
乳
食
の
進
め
方

（
調
理
実
習
）

親
子
ヨ
ガ

小
児
科
医
師
の

講
話

ベ
ビ
ー

ボ
ン
デ
ィ
ン
グ

日

　程

会

　場

受
付
時
間

８
月
26
日（
月
）

9
月
4
日（
水
）

10
月
1
日（
火
）

10
月
4
日（
金
）

８
月
19
日（
月
）

９
月
1
日（
日
）

９
月
5
日（
木
）

午前８時３０分～

午前１１時

午前８時３０分～

午前１１時

　安中市

保健センター

　松井田

保健センター

本松

松
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相 談 案 内 7月１日 ▼8月１５日
行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　 文化センター　13:30 ～ 15:30
● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　 文化センター　10:00 ～

● 初心者パソコン講座
　 パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● フレッシュ健診申込開始

● 初心者パソコン講座
　 パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 少年の主張安中市大会
　松井田文化会館　14:00 ～
● 夏の県民交通安全運動
　（11 日～ 20 日）
● 初心者パソコン講座
　 パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00 ～
● 人権講演会　開場 13:30 開演 14:00
　松井田文化会館小ホール
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00 ～
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00

恵みの湯  7/2・16　8/6
峠の湯  7/9・23
鉄道文化むら  7/2・9・16・23・30
文化センター（※は図書館のみ休館です）
  7/2・9・16・17・23・30・31※
  8/6・13
文化会館　  7/1・8・16・22・29・31
  8/5・13
碓氷川熱帯植物園  7/2・9・16・23・30
  8/6・13

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 7/1・8※・16・17・22※・29※
 8/5・13
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
 7/2・9・16・17・23・30
 8/6・13・14
いきいき長寿センター
 7/1・8・15・16・21・29
 8/5・12・13

日

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10

11

12

13

14

15
16
17

日
18
19
20
21

22

23
24

25

26

曜日
木
金
土
日

月

火
水

木

金

行　　事　　名

● 群馬県知事選挙および参議院議員
　通常選挙
　市内 49 投票所
● デーモン閣下 & 岡本知高の劇的コ

ンサート「悪魔の森の音楽会」
　文化センター
　開場 16:30　開演 17:00
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 安中市教育研究所
　 夏季公開研究講座
 　文化センター　10:00 ～ 16:30
● 大腸がん容器配布
● 大腸がん容器配布
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 大腸がん容器配布
● 第８回農業委員会総会
　201 会議室　11:00 ～
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 大腸がん容器配布
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● 家庭教育カウンセリング初級講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● おもしろ科学教室
　「木登りテントウムシを作ろう」
　文化センター　9:30～12:00

行事カレンダー 7月１日 ▼8月１５日
曜日

土

日

月
火
水

木

金
土

日
月
火
水
木

金
土

日・祝
月
火
水

木

日
27

28

29
30
31

1

2
3

4
5
6
7
8

9
10

11
12
13
14

15

行　　事　　名
● 藍染体験教室　くつろぎの郷
　10:00 ～
● 絵本読み聞かせ　
　安中市図書館　14:00 ～ 15:00
● おもしろ科学教室
　「コマを空中に浮かせて回して遊ぼう」
　文化センター　9:30 ～ 12:00
● ドラえもん　のび太の月面探査記
　1 部　開場 10:45　開演 11:00
　2 部　開場 13:45　開演 14:00
　松井田文化会館大ホール
● 第12回生バンドとカラオケの発表会
　文化センター　10:00 ～ 18:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 市民ときめきスクール
　「親子で作ろう」
　学習の森　10:00 ～

● 碓氷教育会夏季研究大会
　文化センター　14:00 ～ 17:00

● 宝くじ文化公演 群馬交響楽団コン
　サート～憧れのスクリーン・ミュー
　ジック～ 　開場 14:30 開演 15:00
　松井田文化会館大ホール
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 磯部温泉祭り
　（鮎のつかみ取り、磯部温泉寄席）
● 磯部温泉祭り
　（子どもみこし、花火大会）

7 月

8 月

曜日

月
火
水
木

金
土
日
月

火
水

木

金

土

日

月・祝
火
水

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　  7/4・18　8/1・15　9 時～11 時 30 分
□松   7/1　8/5　13 時 30 分～16 時

□本　　  7/18　8/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松   7/19　13 時 30 分～15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）
要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 7/2　8/6　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　  7/5・19　8/2　13 時～16 時

□本　　 7/2・16　8/6　13 時 30 分～16 時

□本　　 7/4　8/8　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

労働相談
無料税務相談

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

７　　月 ８　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

24・1・23
10・12・6
17・22・3
13・26・4
16・25・7
14・20・8
15・2・5
11・9・18
21・1・19
24・12・23
10・22・6
17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8

15・9・5
11・1・18
21・12・19
24・22・23
10・26・6
17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18
21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4

16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8
15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

消費生活センター（☎382－2228）消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時消費生活相談

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。
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相 談 案 内 7月１日 ▼8月１５日
行　　事　　名

● 市民パソコン教室
　 文化センター　13:30 ～ 15:30
● 家庭教育カウンセリング講座⑤
　 文化センター　10:00 ～

● 初心者パソコン講座
　 パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● フレッシュ健診申込開始

● 初心者パソコン講座
　 パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 少年の主張安中市大会
　松井田文化会館　14:00 ～
● 夏の県民交通安全運動
　（11 日～ 20 日）
● 初心者パソコン講座
　 パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑥
　文化センター　10:00 ～
● 人権講演会　開場 13:30 開演 14:00
　松井田文化会館小ホール
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 家庭教育カウンセリング講座⑦
　文化センター　10:00 ～
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00
● 初心者パソコン講座
　写真取り込み講座
　文化センター　9:00 ～ 16:00

恵みの湯  7/2・16　8/6
峠の湯  7/9・23
鉄道文化むら  7/2・9・16・23・30
文化センター（※は図書館のみ休館です）
  7/2・9・16・17・23・30・31※
  8/6・13
文化会館　  7/1・8・16・22・29・31
  8/5・13
碓氷川熱帯植物園  7/2・9・16・23・30
  8/6・13

スポーツセンター（※は温水プールのみ休業です）
 7/1・8※・16・17・22※・29※
 8/5・13
学習の森（※はふるさと学習館のみ休館です）
 7/2・9・16・17・23・30
 8/6・13・14
いきいき長寿センター
 7/1・8・15・16・21・29
 8/5・12・13

日

1
2
3
4

5
6
7
8

9
10

11

12

13

14

15
16
17

日
18
19
20
21

22

23
24

25

26

曜日
木
金
土
日

月

火
水

木

金

行　　事　　名

● 群馬県知事選挙および参議院議員
　通常選挙
　市内 49 投票所
● デーモン閣下 & 岡本知高の劇的コ

ンサート「悪魔の森の音楽会」
　文化センター
　開場 16:30　開演 17:00
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 安中市教育研究所
　 夏季公開研究講座
 　文化センター　10:00 ～ 16:30
● 大腸がん容器配布
● 大腸がん容器配布
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 大腸がん容器配布
● 第８回農業委員会総会
　201 会議室　11:00 ～
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00
● 大腸がん容器配布
● 初心者パソコン講座
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　文化センター　9:00 ～ 12:00
● 初心者パソコン講座
　出納表・表を作ろう（エクセル入門）
　文化センター　13:00 ～ 16:00

● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● 家庭教育カウンセリング初級講座④
　文化センター　10:00～12:00
● 初心者パソコン講座
　パソコンを始めよう（パソコン入門）
　9:00～12:00
　「お知らせ」を作ろう（ワード入門）
　13:00～16:00
　文化センター
● おもしろ科学教室
　「木登りテントウムシを作ろう」
　文化センター　9:30～12:00

行事カレンダー 7月１日 ▼8月１５日
曜日

土

日

月
火
水

木

金
土

日
月
火
水
木

金
土

日・祝
月
火
水

木

日
27

28

29
30
31

1

2
3

4
5
6
7
8

9
10

11
12
13
14

15

行　　事　　名
● 藍染体験教室　くつろぎの郷
　10:00 ～
● 絵本読み聞かせ　
　安中市図書館　14:00 ～ 15:00
● おもしろ科学教室
　「コマを空中に浮かせて回して遊ぼう」
　文化センター　9:30 ～ 12:00
● ドラえもん　のび太の月面探査記
　1 部　開場 10:45　開演 11:00
　2 部　開場 13:45　開演 14:00
　松井田文化会館大ホール
● 第12回生バンドとカラオケの発表会
　文化センター　10:00 ～ 18:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30
● 市民ときめきスクール
　「親子で作ろう」
　学習の森　10:00 ～

● 碓氷教育会夏季研究大会
　文化センター　14:00 ～ 17:00

● 宝くじ文化公演 群馬交響楽団コン
　サート～憧れのスクリーン・ミュー
　ジック～ 　開場 14:30 開演 15:00
　松井田文化会館大ホール
● 市民パソコン教室
　文化センター　13:30 ～ 15:30

● 磯部温泉祭り
　（鮎のつかみ取り、磯部温泉寄席）
● 磯部温泉祭り
　（子どもみこし、花火大会）

7 月

8 月

曜日

月
火
水
木

金
土
日
月

火
水

木

金

土

日

月・祝
火
水

休館のご案内

INFORMATION市民 INFORMATION市民

行政相談

相談内容 場所・日時 予約・問合せ

人権相談

家庭児童相談
（電話相談・面接相談）

□本　　  7/4・18　8/1・15　9 時～11 時 30 分
□松   7/1　8/5　13 時 30 分～16 時

□本　　  7/18　8/15　13 時 30 分～ 15 時 30 分
□松   7/19　13 時 30 分～15 時 30 分

月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時 要電話予約　□本　　 子ども課（☎382－8005）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

要電話予約　□本　　 健康づくり課（☎内線 1174）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）
要電話予約　□本　　 税務課（☎内線 1061）

ヌアリーベ（☎380－5385）

要電話予約　□松  青少年センター（☎393－4777）
メール相談（seishonen@city.annaka.lg.jp）

要電話予約　□本　　 介護高齢課（☎内線 1189）
　　　　　　□松  （☎内線 2156）

要電話予約　□本　　 福祉課（☎内線 1191）

要電話予約　安中交通安全協会（☎382－0211）

要電話予約　ぐんま若者サポートステーション
（☎027－233－2330）

□本　　 月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時 30 分

□本　　 ・□松  月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～17 時 15 分

□松  青少年センター　月・火・水・金曜日
（祝日を除く）　9 時～14 時

月～金曜日（祝日を除く）
8 時 30 分～16 時

月～金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時 30 分

安中交通安全協会
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時

□本　　 7/2　8/6　10 時～12 時

健康相談
（生活習慣病・育児・栄養相談など）

障害者相談
（知的・身体障害者相談）

精神障害者相談

青少年相談
（電話相談・面接相談）

介護相談・認知症相談
（電話相談・面接相談）

生活困窮に関する相談
（生活支援相談窓口）

心配ごと相談

交通事故相談

若者就職活動個別相談

妊婦健康相談
（母子手帳交付）

無料法律相談

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

□本　　 市民生活課（☎内線 1207）

要電話予約　□本　　 市民生活課（☎内線 1207）□本　　  7/5・19　8/2　13 時～16 時

□本　　 7/2・16　8/6　13 時 30 分～16 時

□本　　 7/4　8/8　13 時～16 時

月～土曜日（祝日を除く）10 時～18 時

地域福祉支援センター　第 2 木曜日

労働相談
無料税務相談

（7月1日～8月15日） 上水道の給水管の修理は、業者で行っていますので漏水などの
修理は、その日の当番業者にお申し込みください。
修理代は実費です。【安中市管工事協同組合☎３８５－４４０１】 

業　者　名 ＴＥＬ 業　者　名 ＴＥＬ
㈱群馬水工 382－9433
㈲入沢電気商会 382－1609
㈲内堀設備工事 393－0157
㈲金子屋商店 393－0332
㈲黒須設備工業 381－1148
群栄工業㈱ 393－1012
児玉工業㈲ 393－3118
㈲佐藤商店 395－2323
佐藤燃料㈱ 381－1111
㈲渋谷設備 381－1262
㈲ジーワイ燃設 382－2891
㈲須藤工業 388－1178
㈲武美工業 382－5061

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

㈲田中工作所 385－4126
㈱半田組　　　　　   385－8374
㈲福美商事 381－0293
㈲松本住設 385－6278
㈱茂木設備 381－6616
㈲山田タイル工業 381－0075
㈱ヤマハチ・クボニワ   381－0435
㈱ユタカ　　　　　   385－7647
オオカワラ住器 382－1987
㈱反町備工 384－2058
第一設備工業㈲ 385－8769
㈱フェニックス 382－5262
㈱白坂工業 382－4710

７　　月 ８　　月
給水管修理当番業者

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13

１日
２日
３日
４日
５日
６日
７日
８日
９日
10日
11日
12日
13日
14日
15日

16日
17日
18日
19日
20日
21日
22日
23日
24日
25日
26日
27日
28日
29日
30日
31日

24・1・23
10・12・6
17・22・3
13・26・4
16・25・7
14・20・8
15・2・5
11・9・18
21・1・19
24・12・23
10・22・6
17・26・3
13・25・4
16・20・7
14・2・8

15・9・5
11・1・18
21・12・19
24・22・23
10・26・6
17・25・3
13・20・4
16・2・7
14・9・8
15・1・5
11・12・18
21・22・19
24・26・23
10・25・6
17・20・3
13・2・4

16・9・7
14・1・8
15・12・5
11・22・18
21・26・19
24・25・23
10・20・6
17・2・3
13・9・4
16・1・7
14・12・8
15・22・5
11・26・18
21・25・19
24・20・23

□本　　 福祉課（☎内線 1155）

地域福祉支援センター（☎382－8397）

安中市 DV 電話相談（☎329－6646）配偶者・恋人などからの暴力
（DV・デート DV）に関する相談

月・火・木・金曜日（祝日を除く）
9 時～16 時

消費生活センター（☎382－2228）消費生活センター（□本　　 敷地内）
月～金曜日（祝日を除く）　9 時～16 時消費生活相談

※毎週月曜日は市民交通安全日、毎月１日は県民交通安全日です。



安中市の公式ツイッターをご利用ください。
https://twitter.com/Annaka_City

みんな元気で　いきいき暮らせる　市民総働のまち　あんなか
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（C）藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ADK 2019
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